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入
り
捜
索
し
ま
す
。
こ
の
捜
索
に

は
滞
納
者
の
同
意
や
裁
判
所
の
令

状
を
必
要
と
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、

滞
納
者
が
不
在
の
と
き
は
、
専
門

の
業
者
に
依
頼
し
て
鍵
を
開
錠
し

た
上
で
捜
索
し
ま
す
。
発
見
し
た

財
産
に
は
差
し
押
さ
え
を
実
施
し

ま
す
。

　
④
差
し
押
さ
え
た
財
産
を
現
金
化

　　

預
貯
金
や
生
命
保
険
な
ど
が
あ

る
場
合
は
、
銀
行
や
生
命
保
険
会

社
に
対
し
て
取
り
立
て
を
実
施
し

ま
す
。
動
産
等
に
つ
い
て
は
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
な
ど
を
積
極

的
に
活
用
し
、
売
却
代
金
を
滞
納

市
税
に
充
て
ま
す
。

　
⑤
延
滞
金

　　

納
期
限
ま
で
に
納
付
さ
れ
た
方

と
の
公
平
性
を
保
つ
た
め
、
納
期

限
を
過
ぎ
た
納
付
の
場
合
に
は
、

延
滞
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

　
納
税
に
困
っ
た
ら
す
ぐ
に
相
談
を

　　

税
金
の
納
付
に
つ
い
て
の
ご
相

談
を
窓
口
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

や
む
を
得
な
い
事
情
で
納
期
内
の

納
付
が
困
難
な
方
は
、
随
時
納
税

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、

納
期
限
が
過
ぎ
る
前
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

▼
問
合
せ　

税
務
課
収
税
対
策
担

当（
市
役
所
内
線
2
4
1
･
3
8
9
）

　
忘
れ
ず
安
心
、
便
利
な
口
座
振
替

　　

申
し
込
み
は
、
取
引
の
あ
る
金

融
機
関
の
窓
口
か
市
税
務
課
に
預

金
通
帳
、
届
出
印
、
納
税
通
知
書

等
を
持
参
の
う
え
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
一
度
お
申
し
込
み
を
い

た
だ
く
と
翌
年
度
以
降
も
継
続
さ

れ
ま
す
。

◎
口
座
振
替
が
で
き
る
金
融
機
関

　

三
井
住
友
銀
行
・
但
馬
銀
行
・

み
な
と
銀
行
・
播
州
信
用
金
庫
・

中
兵
庫
信
用
金
庫
・
兵
庫
県
信
用

組
合
・
近
畿
労
働
金
庫
・
み
の
り

農
業
協
同
組
合
の
各
本
支
店
・
全

国
の
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・
郵
便
局

　
コ
ン
ビ
ニ
納
付
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　　

平
成
27
年
4
月
か
ら
、
全
国
の

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
市
税

の
納
付
が
で
き
ま
す
（
金
融
機
関

の
窓
口
で
も
納
付
で
き
ま
す
）。

　
県
民
緑
税
の
実
施
期
間
を
延
長

　　

兵
庫
県
で
は
、
豊
か
な
「
緑
」

を
県
民
全
体
で
支
え
、
次
の
世
代

に
引
き
継
ぐ
た
め
、
県
民
緑
税
を

平
成
32
年
度
ま
で
5
年
間
延
長
し

ま
す
。
▽
税
率
：
個
人
8
0
0
円
、

法
人
2
，0
0
0
円
〜
8
0
，0
0
0

円
（
年
額
）
▽
活
用
事
業
：
災
害

に
強
い
森
づ
く
り
、
県
民
ま
ち
な

み
緑
化
事
業

▼
問
合
せ　

兵
庫
県
税
務
課

　
（
☎
0
7
8‐3
6
2‐3
0
8
6
）

　

市
で
は
今
年
度
も
兵
庫
県
か
ら

「
個
人
住
民
税
等
整
理
回
収
チ
ー

ム
」
の
派
遣
を
受
け
、
滞
納
整
理

の
強
化
と
職
員
の
滞
納
整
理
技
術

の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

不
誠
実
な
滞
納
者
に
対
し
て
は

次
の
と
お
り
滞
納
処
分
を
実
施
し
、

税
収
の
確
保
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

　
①
財
産
調
査
を
行
い
ま
す

　　

納
期
限
ま
で
に
市
税
の
納
入
が

な
い
場
合
は
、
督
促
状
を
送
っ
て

市
税
の
納
付
を
促
し
ま
す
。

　

そ
れ
で
も
相
談
や
納
付
が
な
い

場
合
は
、
滞
納
者
の
財
産
調
査
を

行
い
ま
す
。
法
律
に
基
づ
き
、
滞

納
者
の
事
前
了
承
な
し
で
調
査
し

ま
す
。

　
②
差
し
押
さ
え

　　

差
し
押
さ
え
を
す
る
財
産
の
対

象
は
、
不
動
産
・
預
貯
金
・
給

与
・
年
金
・
生
命
保
険
・
売
掛
金
・

自
動
車
な
ど
。
法
律
に
基
づ
き
、

事
前
了
承
な
し
で
処
分
し
ま
す
。

　
③
捜
索

　　

財
産
を
発
見
で
き
な
い
と
き
は
、

市
職
員
が
滞
納
者
宅
な
ど
に
立
ち

　

西
脇
市
で
は
、
税
の
公
平
・
公
正
を
確
保
す
る
た
め
、
12
月
を
「
税
の
徴
収
強
化
月

間
」
と
し
て
、
兵
庫
県
と
共
に
市
税
の
納
付
推
進
を
強
化
し
て
い
ま
す
。
市
税
は
住
み
良

い
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
の
貴
重
な
財
源
で
す
。
市
税
の
納
め
忘
れ
が
な
い
か
、
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

　

市
税
の
納
期
限
は
、
納
税
通
知
等
で
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　

金
融
機
関
や
勤
務
先
な
ど
で
財
産
調
査
を

行
い
ま
す
。

　

差
し
押
さ
え
た
財
産
を
売
却
し
、
滞
納
市

税
に
充
当
し
ま
す
。

　

催
告
書
で
納
税
の
お
願
い
を
し
ま
す
。
予

告
な
し
で
滞
納
処
分
を
行
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

　

滞
納
者
の
財
産
を
差
し
押
さ
え
ま
す
。

（
不
動
産
・
預
貯
金
・
給
与
・
年
金
・
生
命

保
険
・
売
掛
金
・
自
動
車
な
ど
が
対
象
）

　

納
期
限
後
20
日
経
過
し
て
も
納
付
が
な
い

場
合
、
督
促
状
を
発
送
し
ま
す
。
さ
ら
に
10

日
経
過
す
る
と
、
滞
納
処
分
の
対
象
に
な
り

ま
す
。①給与支払報告書の提出

　（～1/31）

②特別徴収税額の通知

　（～5/31）

⑤税の納入

　（翌月10日まで）

③特別徴収税額の通知

　（～5/31）

④税の徴収

　（6月～翌年5月の給与支払時）

　個人住民税の特別徴収制度とは、給与
支払者が、所得税の源泉徴収と同様に毎
月従業員に支払う給与から住民税（市民
税・県民税）を徴収し、納税していただ
く制度です。この制度は、地方税法や市
の条例で原則として所得税の源泉徴収を
するすべての給与支払者に義務付けられ
ており、現在、県および県下の全市町が
推進に取り組んでいます。
　給与所得者にとっては納め忘れがなく、
普通徴収と比べて１回あたりの金額が少
なくなります。また、事業主にとっては
税額計算や年末調整の必要がありません。
◆問合せ　税務課（市役所内線242・
243）

自動車をタイヤロック

平成26年度滞納処分件数
不動産
預貯金
国保還付金
生命保険等

14件
69件
 33件
35件
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●
対
象

　

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

●
実
施
方
法

　

歯
科
医
院
に
よ
る
健
診

●
健
診
料
金

　

無
料

（
健
診
後
の
治
療
は
自
己
負
担
）

●
健
診
期
間

　

平
成
28
年
3
月
31
日
ま
で

●
申
込
方
法

　

西
脇
市
多
可
郡
歯
科
医
師
会
所

属
の
歯
科
医
院
に
電
話
予
約

●
持
ち
物

　

被
保
険
者
証
、
問
診
票

●
問
合
せ

　

保
険
医
療
課

　
（
市
役
所
内
線
2
5
2
･
3
1
8
）

9
月
30
日
現
在
1
2
7
人
が
受
診

　

健
診
の
結
果
、
60
％
の
方
が
継

続
し
て
治
療
が
必
要
と
診
断
さ
れ

て
い
ま
す
。
歯
周
疾
患
や
義
歯
の

不
具
合
、
む
し
歯
を
放
置
し
て
お

く
と
、「
か
む
力
」
等
の
口
腔
機

能
が
低
下
し
、
全
身
に
悪
影
響
を

及
ぼ
す
こ
と
が
研
究
等
で
明
ら
か

に
な
っ
て
い
ま
す
。
健
診
を
受
け
、

必
要
に
応
じ
て
早
め
の
治
療
を
受

け
て
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

「
高
齢
者
歯
科
口
腔
健
診
」
の
受
診
は
お
済
み
で
す
か

後
期
高
齢
者
医
療
に
加
入
の
皆
さ
ん
へ

高
齢
者
歯
科
口
腔
健
診
の
概
要

西
脇
市
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
の
委
員
募
集

広報にしわき・市ホームページに
広告を掲載しませんか。

　

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
を
対
象
に
、
口
腔
機
能
低
下
や
肺
炎
等
の
疾
病
を
予
防

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
歯
（
義
歯
）・
歯
肉
の
状
態
等
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
「
高
齢

者
歯
科
口
腔
健
診
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
歯
や
口
の
状
態
は
、
全
身
の
健
康
に
大
き

く
影
響
し
ま
す
。
健
診
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
受
診
く
だ
さ
い
。

パブリック・コメントとは…
　市が計画などの基本的な政策
を決定する際に、その案を市民
の皆さんに公表し、寄せられた
意見を参考に最終的な意思決定
を行うものです。
　市では、西脇市まち・ひと・しごと創生総合
戦略の策定に当たり、市民の皆さんから意見を
募集します。
西脇市まち・ひと・しごと創生総合戦略
　人口減少を克服し、将来にわたって活力を維
持するため、しごと・雇用の確保、子育てしや
すい環境づくり、移り住みやすいまちの創生に
向けた戦略を定めます。

◆意見の募集期間
　12月21日（月）～１月21日（木）

◆閲覧場所
〇西脇市役所２階文書公開コーナー
〇市ホームページのパブリックコメントの項目
　（http://www.city.nishiwaki.lg.jp)

◆意見の提出方法
　意見の提出は持参、郵送、ファックス、Ｅメ
ールでお願いします。
　意見の書式は自由ですが、題名・住所・氏名
（または団体名）・連絡先を明記してください。
意見内容を確認する場合に限って個人情報を利
用します。

◆意見の提出先
　〒677-8511
　西脇市郷瀬町605　
　都市経営部次世代創生課（市役所内線397）
　　22-1014
　　sousei@city.nishiwaki.lg.jp

◆その他
・電話や来庁による口頭での意見はお受けでき
　ません。
・提出意見に対する個別の回答はいたしません。
・意見の反映結果など市の考え方は、提出意見 
　とともに、後日ホームページで公開します。

　１日３回の歯みがきの中で最も
重要なのが寝る前の歯みがきです。
　だ液には殺菌作用があり、歯周
疾患やむし歯の原因となる細菌の
繁殖を抑える働きがありますが、
睡眠中は日中と比較してだ液の分
泌量が減少します。
　歯みがきをしないで寝てしまう
と、口の中で細菌が繁殖し、歯周
疾患やむし歯が進行する恐れがあ
ります。「高齢者歯科口腔健診」
問診結果から、約３割の方は寝る
前の歯みがきが毎日できていない
ことがうかがえます。歯周疾患や
むし歯予防のため、寝る前の歯み
がきを習慣づけましょう。

パブリック・コメントを実施します

　市では、自主財源の確保を目的として、平成19年５
月から市ホームページに、平成20年５月から広報紙
「広報にしわき」に有料で広告を掲載しています。掲
載ご希望の方はホームページに掲載している「西脇市
広告掲載事業実施規程」をご確認ください。ご不明な
点は下記まで。
〇広報にしわき
・掲載料（１ヵ月あたり）　10,000円～25,000円
・募集締切　発行日の30日前
〇市ホームページ
・掲載料（１ヵ月あたり）　10,000円
＊広告掲載申込書および会社概要が分かる書類をご提
出ください。所在地が市外の場合は納税証明書が必
要です。
＊掲載に際しては審査があります。
＊継続して掲載いただける場合は割引特典があります。

　

西
脇
市
で
は
、
市
長
等
の
給
料

の
額
や
市
議
会
議
員
の
報
酬
の
額

に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら

幅
広
く
ご
意
見
を
い
た
だ
き
適
正

な
額
を
審
議
す
る
た
め
、
西
脇
市

特
別
職
報
酬
等
審
議
会
を
開
催
し

ま
す
。

◆
応
募
資
格

①
市
内
居
住
で
応
募
締
切
日
時
点 

　

に
お
い
て
満
20
歳
以
上
の
方

②
平
日
や
夜
間
開
催
の
審
議
会
に

　

出
席
で
き
る
方
（
3
回
程
度
）

③
本
市
の
他
の
審
議
会
等
の
委
員

　

で
な
い
方

④
市
議
会
議
員
お
よ
び
職
員
の
配

　

偶
者
ま
た
は
そ
れ
ぞ
れ
の
2
親

　

等
以
内
の
親
族
で
な
い
方

◆
募
集
人
数　

2
人

◆
任
期

　

委
嘱
の
日
か
ら
審
議
終
了
ま
で

◆
報
酬
額（
3
時
間
未
満
）

　

１
開
催
に
つ
き
3
，7
0
0
円

◆
応
募
期
間（
期
間
内
必
着
）

　

12
月
11
日（
金
）

　

午
後
5
時
15
分
ま
で

◆
応
募
方
法

　

所
定
の
応
募
用
紙
を
持
参
、
郵

送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
電
子
メ

ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※

持
参
は
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
。

　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15

　

分
ま
で　

※

応
募
用
紙
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◆
選
考
方
法

　

応
募
用
紙
に
よ
り
選
考
し
、
結

果
は
応
募
者
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

◆
応
募
・
問
合
せ
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所
内
線
2
0
9
）
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1
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子
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ー
ル
‥

　

som
u@
city.nishiw

aki.lg.jp

　出産したときには、加入している健康保険から出
産育児一時金が支給されます。国民健康保険加入者
は市役所で申請手続きを、その他の健康保険加入者
は各保険者へお問い合わせください。

◆直接支払制度をご利用ください
　出産育児一時金のうち出産にかかる費用を健康保
険から医療機関に直接支払う制度で、退院時に窓口
で支払う費用を抑えることができます。出産の際に
は医療機関で保険証を提示し、直接支払制度につい

ての説明を受け、制度利用に合意することを書面で
承諾してください。医療機関によっては、制度が利
用できないこともあります。
〇出産費用が一時金の上限額（42万円または40万4
　千円)を超えた場合⇒超えた金額のみを医療機関
　の窓口でお支払いください。
〇出産費用が一時金の上限額を超えない場合もしく
　は直接支払制度が利用できなかった場合⇒保険医
　療課保険担当まで申請にお越しください。
【申請時にお持ちいただくもの】
◇国民健康保険証◇出産費用の明細書・請求書また
は領収書（産科医療補償制度の加入医療機関である
証明印のあるもの）◇直接支払制度が利用できる場
合はその合意文書◇母子手帳◇印鑑◇世帯主名義の
預金通帳
◆問合せ
　保険医療課保険担当（市役所内線254・253）

4広報にしわき 平成27年12月号

受
診

が
継

さ
れ

歯
の

て
お

腔
機

響
を

ら
か

受
け
、

を
受

で
す
。

かがきを習慣づけましょう。

出産したときには、加入している健康保険から出
産育児一時金が支給されます。国民健康保険加入者
は市役所で申請手続きを、その他の健康保険加入者
は各保険者へお問い合わせください。

◆直接支払制度をご利用ください
出産育児一時金のうち出産にかかる費用を健康保

険から医療機関に直接支払う制度で、退院時に窓口
で支払う費用を抑えることができます。出産の際に
は医療機関で保険証を提示し、直接支払制度につい

ての説明を受け、制度利用に合意することを書面で
承諾してください。医療機関によっては、制度が利
用できないこともあります。
〇出産費用が一時金の上限額（42万円または40万4
　千円)を超えた場合⇒超えた金額のみを医療機関
　の窓口でお支払いください。
〇出産費用が一時金の上限額を超えない場合もしく
　は直接支払制度が利用できなかった場合⇒保険医
　療課保険担当まで申請にお越しください。
【申請時にお持ちいただくもの】
◇国民健康保険証◇出産費用の明細書・請求書また
は領収書（産科医療補償制度の加入医療機関である
証明印のあるもの）◇直接支払制度が利用できる場
合はその合意文書◇母子手帳◇印鑑◇世帯主名義の
預金通帳
◆問合せ
　保険医療課保険担当（市役所内線254・253）

赤ちゃんが生まれたら出産育児一時金の申請を

寝る前に歯みがきをしますか？

毎日する
71％

時々
17％

しない
11％

出産育児一時金
産科医療補償制度利用時の加算額

合　　計

40万４千円
 １万６千円
42万円

※産科医療補償制度未加入の医療機関での分娩については、40万4千円
※産科医療補償制度＝分娩に関連して重度脳性まひを発症した赤ちゃん
　の家族の経済的負担を補償する制度（市内で制度に加入している医療
　機関は「西脇病院」と「うつのみや産婦人科医院」）
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【市役所窓口業務】出生・死亡・婚姻等の届出は市役所当直
室で受付。住民票・印鑑登録証明書・税務証明は、12月
28日(月）午後4時30分までに電話予約すれば休み期間中
でも午前８時30分～午後５時に市役所当直室で交付。そ
のほかの証明書の交付は行いません。

【上下水道】緊急時は春日浄水場（☎22－7213）へ連絡し
てください。

【西脇病院】年末年始の救急医療体制は、消防テレホンサー
ビス（☎48-0147）にお問合せください。西脇多可休日
急患センターは12月29日(火）～１月３日(日）は休診。

【図書館】本の返却は、茜が丘複合施設玄関右横の返却ポス
トへ入れてください。DVD、ビデオ、大型本は、開館時
に図書館窓口へ返却してください（☎23-5991）。

【し尿処理】※1　旧西脇市地域は12月28日（月）午前中ま
で住民サービス公社（☎23－2802）で、旧黒田庄町地域
は12月25日（金）まで㈲カワキシ（☎28－2568）で受付。

【北はりま田園空間博物館総合案内所】※2　12月30日（水）、
１月３日（日）は午後５時閉館

【北はりま旬菜館】※3　12月31日（木）は正午まで。
【みどり園】※4　ごみの一般持ち込みは12月28日（月）まで。
年始は１月４日（月）から受付。12月29日（火）は燃える
ごみを市内全域で収集（必ず午前８時までにごみステー
ションへ持ち出してください）。お問い合わせは北播磨清
掃事務組合（☎23－2808）まで。

【やすらぎ苑】※5　1月3日（日）は午前中のみ受付。お問い
合わせは、やすらぎ苑（☎22－3644）まで。

年 末 年 始 の 市 役 所 業 務
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30
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31
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1
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土

3
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4
月

（×は休業日です）

29
火

28
月

市役所
西脇病院
上下水道
各隣保館
生涯学習まちづくりセンター
旧来住家住宅
総合市民センター
黒田庄体育センター
黒田庄ベーシックホール
天神池スポーツセンター体育館
岡之山美術館
市民会館
日野体育センター
アピカホール
経緯度地球科学館「テラ・ドーム」
勤労福祉センター
青少年センター
青年の家
日時計の丘公園オートキャンプ場
日時計の丘公園フォルクスガーデン
北はりま田園空間博物館総合案内所
北はりま旬菜館
みらいえ（図書館、子どもプラザ、男女共同参画センター）
郷土資料館
古窯陶芸館
やすらぎ苑
みどり園
住民サービス公社【旧西脇市地域】
㈲カワキシ【黒田庄町地域】

施設・業務
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業
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男
女
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同
参
画
セ
ン
タ
ー
で
は
、
起
業
を
目
指
す
女
性
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す
る
３
回
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続
の
ス
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ー
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開
催
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こ
れ
か
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起
業
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た
い
人
、

起
業
間
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起
業
し
て
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も
う
一
度
見
直
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た
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。

ど
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け
る
内
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で

す
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西脇多可休日急患センター
◆ところ　西脇市下戸田652-1
　　　　　西脇病院救急外来室
◆診察日　日曜日（年末年始を除く）
　　　　　午前9時～午後5時
◆問合せ　☎23－5380
○病状やけがの様子など電話であらかじめご連
　絡ください。電話が混みあいご迷惑をおかけ
　することがありますが、しばらくしてからお
　かけ直しください。
○必ず健康保険証を持参ください。

※西脇市多可郡医師会の医師が交代で、入院を必
　要としない内科系の軽症患者の診察を行います。

12月の出務予定医師
12月　6日(日)
12月13日(日)
12月20日(日)
12月27日(日)

三木　信彦　先生
河原　　淳　　先生
冨原　　均　　先生
上田　久美　先生

 

今
年
7
月
に
日
本
乳
癌
学
会
学
術
総
会
で
、
乳
が
ん
の
人
の
食

と
暮
ら
し
に
つ
い
て
講
演
を
し
ま
し
た
。
乳
が
ん
の
患
者
さ
ん
に

し
ば
し
ば
見
受
け
る
「
乳
製
品
や
豆
製
品
を
摂
ら
な
い
」「
肉
を

食
べ
な
い
」
等
の
極
端
な
ダ
イ
エ
ッ
ト
は
必
要
で
は
な
い
こ
と
、

む
し
ろ
こ
れ
ら
の
食
品
に
は
乳
が
ん
の
リ
ス
ク
を
下
げ
る
報
告
が

あ
り
、
積
極
的
に
摂
取
し
た
方
が
よ
い
こ
と
な
ど
を
話
し
て
き
ま

し
た
。
10
月
に
も
日
本
癌
治
療
学
会
の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
で
、
が
ん

サ
バ
イ
バ
ー
向
け
の
「
食
と
暮
ら
し
」
に
つ
い
て
講
演
し
、
相
談

を
受
け
ま
し
た
。
相
談
者
の
お
一
人
が
鶏
肉
と
菜
食
の
み
の
食
事

に
変
え
た
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
日
本
乳
癌
学
会
・
米
国
対

が
ん
協
会
の
が
ん
サ
バ
イ
バ
ー
向
け
・
が
ん
予
防
の
た
め
の
ど
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
も
沿
っ
て
い
な
い
こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
が
了

解
さ
れ
ず
、
入
院
時
の
食
事
は
普
通
食
で
あ
っ
た
こ
と
を
思
い
出

し
て
い
た
だ
い
て
も
納
得
さ
れ
ず
、「
標
準
治
療
を
行
っ
て
い
る

病
院
で
は
そ
う
で
す
よ
ね
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
乳
が
ん
に
限
ら
ず
、
ど
の
疾
患
に
つ
い
て
も
標
準
治
療

を
行
う
た
め
の
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

「
標
準
治
療
」
を
、
松
竹
梅
の
真
ん
中
と
誤
解
さ
れ
て
い
る
方
が

多
い
と
い
う
こ
と
を
前
述
の
患
者
さ
ん
と
の
お
話
か
ら
思
い
出
し

ま
し
た
。
標
準
治
療
と
は
、
そ
の
時
点
で
た
く
さ
ん
の
臨
床
試
験

で
治
療
効
果
と
安
全
性
が
確
立
さ
れ
た
「
最
善
の
」
治
療
法
な
の

で
す
。
平
均
的
な
治
療
法
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
乳
が
ん
患
者
さ
ん

も
乳
が
ん
が
心
配
な
方
も
、
ど
う
か
極
端
な
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
走
ら

ず
、
日
本
乳
癌
学
会
で
も
米
国
対
が
ん
協
会
で
も
ザ
ン
ク
ト
ガ
レ

ン
早
期
乳
癌
コ
ン
セ
ン
サ
ス
会
議
で
も
推
奨
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

「
適
度
な
運
動
と
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
事
で
適
正
体
重
の
維

持
」
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

健
康
バ
ン
ザ
イ

西
脇
病
院
の
医
師
が
健
康
や
病

気
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
情
報

を
提
供
し
ま
す
。

未来へつなぐ地域医療

◆問合せ　西脇小児医療を守る会
　　　　　☎090－8538－1337　石井
　　　　　http://www.kodomonomirai.com
　　　　　info@kodomonomirai.com

　
▼
放
射
線
部
か
ら
▲

　
◇
最
近
よ
く
耳
に
す
る
Ｖ
Ｓ
Ｒ
Ａ

Ｄ
っ
て
な
に
？
◇

　

今
回
は
認
知
症
の
検
査
の
中
で

も
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
装
置
を
使
っ
て
検
査

を
す
る「
Ｖ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｄ（
ブ
イ
エ
ス

ラ
ド
）」
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

　

認
知
症
に
は
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

型
認
知
症
、
レ
ビ
ー
小
体
型
認
知

症
、
前
頭
側
頭
葉
型
認
知
症
な
ど

種
類
が
あ
り
ま
す
。
Ｖ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｄ

は
早
期
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知

症
の
診
断
を
支
援
す
る
た
め
の
シ

ス
テ
ム
の
名
称
で
す
。
Ｖ
Ｓ
Ｒ
Ａ

Ｄ
で
は
早
期
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型

認
知
症
に
み
ら
れ
る
内
側
側
頭
部

（
海
馬
・
扁
桃
・
嗅
内
野
）
の
萎

縮
の
度
合
い
を
正
常
脳
と
比
較
し

て
、
数
値
で
評
価
し
ま
す
。
こ
の

シ
ス
テ
ム
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ

り
早
期
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知

症
の
診
断
支
援
が
可
能
と
な
り
ま

し
た
。

　

早
期
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知

症
は
早
い
段
階
で
積
極
的
な
治
療

を
開
始
す
る
こ
と
で
、
認
知
症
の

進
行
を
抑
え
る
薬
の
効
果
が
期
待

で
き
ま
す
。
Ｖ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｄ
を
使
っ

て
臨
床
上
疑
わ
し
い
症
例
を
早
期

か
ら
診
断
し
て
い
く
こ
と
で
患
者

さ
ん
本
人
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

そ
の
家
族
の
た
め
に
も
大
き
な
利

益
を
も
た
ら
す
と
思
わ
れ
ま
す
。

現
在
当
院
で
は
「
Ｖ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｄ　

ａ
ｄ
ｖ
ａ
ｎ
ｃ
ｅ
」
と
い
う
ア
ル

ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
の
診
断
を

支
援
す
る
た
め
の
ソ
フ
ト
を
使
用

し
て
い
る
「
Ｖ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｄ　
ａ
ｄ

ｖ
ａ
ｎ
ｃ
ｅ
２
」
と
い
う
ア
ル
ツ

ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
と
レ
ビ
ー
小

体
型
認
知
症
の
鑑
別
診
断
を
支
援

す
る
た
め
の
ソ
フ
ト
が
開
発
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
今
後
当
院
で
の

導
入
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

◇
安
全
に
検
査
を
受
け
て
も
ら
う

た
め
に
◇

　

Ｖ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｄ
は
Ｍ
Ｒ
Ｉ
装
置
を

使
用
し
検
査
を
行
う
た
め
、
安
全

に
検
査
を
受
け
て
い
た
だ
く
う
え

で
注
意
事
項
が
あ
り
ま
す
。

　

Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
は
強
力
な
磁
場
の

中
に
入
っ
て
行
う
た
め
、
磁
力
に

対
す
る
注
意
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

検
査
を
受
け
ら
れ
る
と
き
は
、
ご

自
身
の
体
の
中
に
金
属
製
の
埋
め

込
ま
れ
た
医
療
器
具
・
装
置
が
な

い
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
金
属

の
中
に
は
検
査
可
能
な
も
の
も
あ

り
ま
す
が
、
古
い
金
属
の
中
に
は

強
磁
性
体
の
も
の
も
あ
る
の
で
手

術
を
受
け
ら
れ
た
医
療
機
関
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。
Ｖ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｄ

検
査
を
受
け
て
い
た
だ
く
た
め
に

は
い
ろ
い
ろ
と
制
限
が
あ
り
ま
す

が
、
検
査
前
に
は
担
当
医
師
に
相

談
く
だ
さ
い
。

　
▼
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー
▲

　　
藤
井
猛
さ
ん
に
よ
る
作
品
展
示

で
す
。

▼
と
き　

12
月
1
日（
火
）〜
25
日

　
（
金
）

▼
と
こ
ろ　

西
脇
病
院
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
ホ
ー
ル

▼
問
合
せ　

経
営
管
理
課

　
（
病
院
内
線
3
6
3
）

　
▼
糖
尿
病
教
室
の
お
知
ら
せ
▲

 「
糖
尿
病
の
薬
物
療
法
」〜
こ
れ
な

ら
わ
か
る
薬
の
は
な
し
〜

▼
と
き　

12
月
25
日（
金
）

　

午
後
2
時
〜
3
時

▼
と
こ
ろ　

病
院
講
堂（
2
階
）

▼
持
ち
物　

糖
尿
病
手
帳
・
内
服 

　

さ
れ
て
い
る
薬

▼
予
約
・
問
合
せ　

内
科

　
（
病
院
内
線
5
3
5
）

　
▼
西
脇
病
院『
健
康
セ
ミ
ナ
ー
』▲

 　
毎
月
１
回
、
西
脇
病
院
医
師
に

よ
る
「
健
康
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催

し
て
い
ま
す
（
参
加
費
は
無
料
）。

▼
と
き　

12
月
21
日（
月
）

　

午
後
3
時
〜　

１
時
間
程
度

▼
と
こ
ろ　

病
院
講
堂（
2
階
）

▼
講
師

　

産
婦
人
科
医
長　

野
村
和
久

▼
演
題　

お
産
は
こ
わ
い

▼
問
合
せ　

病
院
総
務
課

　
（
病
院
内
線
3
6
6
）

　
▼
紹
介
状
持
参
の
お
願
い
▲

 　
西
脇
病
院
で
は
、
地
域
の
診
療

所
（
か
か
り
つ
け
医
）
と
の
連
携

を
密
に
す
る
た
め
、
病
診
連
携
強

化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
一
層

の
強
化
の
た
め
、
ま
た
、
診
察
を

短
時
間
で
効
率
よ
く
受
け
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
初
診
の
方
は
、
か

か
り
つ
け
医
か
ら
の
「
紹
介
状

（
診
療
情
報
提
供
書
）」
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
紹
介
状
を
お
持
ち
で
な

い
方
に
は
、
主
治
医
か
ら
か
か
り

つ
け
医
に
紹
介
状
の
依
頼
を
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▼
問
合
せ　

地
域
医
療
連
携
室

　
（
病
院
内
線
3
0
8
）

　
▼
支
払
は
自
動
精
算
機
で
▲

 　
11
月
24
日
か
ら
、
診
療
費
の
お

支
払
い
は
「
自
動
精
算
機
」
へ
変

更
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

ど
お
り
、
計
算
の
で
き
た
方
か
ら

番
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、

番
号
案
内
が
出
た
方
か
ら
順
番
に

「
自
動
精
算
機
」
で
の
お
支
払
い

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
12
月
か
ら
は
、
ク
レ
ジ

ッ
ト
カ
ー
ド
で
の
支
払
い
が
ご
利

用
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

▼
問
合
せ　

医
事
課

　
（
病
院
内
線
3
7
0
）

西
脇
病
院

西
脇
病
院

西
脇
病
院

地
域
に
信
頼
さ
れ
る
良
質
な
医
療
を
提
供
し
ま
す

（
☎
22‐0
1
1
1
）　http://nshp.jp/
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西脇小児医療を守る会コラム　89

　10月14日と16日に市内全中学校を訪問し、中
学３年生を対象に『地域の医療について』という
特別授業に参加させていただき、守る会の活動に
ついてお話ししました。
　生徒から『西脇病院が以前そういう状況だった
とはまったく知らなかった』『地域医療の意味が

少し分かってき
た』などの感想
が出ていました。
この授業を通し
て、自分たちの
生まれ育った西
脇市についてあ
らめて考えても

らうきっかけになったのではないかと感じました。
　10月18日、Miraieのオープニングイベントで
地域医療についての講演会が開催され『賢い患者
になるために』と題してのお話を聞きました。私
たちの今後の活動のヒントにもなり、また患者と
してのあり方を考えることができた有意義な時間
でした。

▲黒田庄中学校での特別授業

診療科 月 火 水 木 金

藤川　義明
酒井　大輔
酒井美佐子

担当医
〔午後診〕

藤川　義明
酒井　大輔
酒井美佐子

藤川　義明
酒井　大輔
伊集院景子

藤川　義明
酒井　大輔

藤川　義明
酒井　大輔
三木　康子

大柳　光正

（予約患者様のみ）
櫻本　博也大柳　光正

（予約患者様のみ）

櫻本　博也

（予約患者様のみ）
櫻本　博也

皮　膚　科

循環器内科

禁 煙 外 来
〔予約のみ〕

■外来診療担当医師変更のお知らせ

※　　　網かけ部分が変更になっています。

12月1日から外来診療担当医師を次のとおり変更しています。

自
動
精
算
機

120
乳
が
ん
の
人
の
食
と
暮
ら
し

乳
腺
外
科
部
長

　
　
　
　
　

三
輪　

教
子



好きです！！ にしわき
わたしのふるさと

教育委員会や学校園の情報をお知らせします。

〜

〜 88

市
で
は
「
西
脇
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
ブ
ラ
ン
ド
」
を
通
じ
て
、

市
内
産
農
産
物
の
魅
力
向
上
、
自
然
に
や
さ
し
い
安
全
・

安
心
な
農
産
物
の
生
産
拡
大
を
進
め
て
い
ま
す
。

西脇市消費生活センター

No.123
強引な訪問購入業者にご注意!!

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
光
と
影

心
の
ス
ケ
ッ
チ

人
権
教
育
室
コ
ラ
ム

82

　

私
た
ち
の
生
活
に
お
い
て
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
最
新
の
ニ
ュ
ー

ス
を
チ
ェ
ッ
ク
し
た
り
、
メ
ー
ル

に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

や
り
と
り
を
し
た
り
、
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
や
旅
行
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
予

約
が
で
き
た
り
と
、
と
て
も
便
利

で
身
近
な
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及

に
よ
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を

ど
こ
に
い
て
も
扱
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

人
権
に
関
す
る
県
民
意
識
調
査

結
果
（
2
0
1
4
年
3
月
）
に
よ

る
と
、
関
心
の
あ
る
人
権
問
題
と

い
う
項
目
に
お
い
て
、
2
0
0
8

年
度
は「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ

る
人
権
侵
害
」
は
4
番
目
で
し
た

が
、
2
0
1
3
年
度
に
は
１
番
目

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
多
い
の
は
、
他
人
へ

の
ひ
ど
い
悪
口
（
誹
謗
中
傷
）
や

差
別
的
な
表
現
な
ど
を
掲
載
す
る

こ
と
、
ま
た
、
犯
罪
を
誘
発
す
る

場
と
な
っ
て
い
る
出
会
い
系
サ
イ

ト
が
あ
る
こ
と
、
い
っ
た
ん
流
れ

た
情
報
の
訂
正
や
回
収
が
難
し
い

こ
と
、
他
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に

関
す
る
情
報
を
掲
載
す
る
こ
と
、

悪
質
商
法
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
取
引
で
の
被
害
が
あ
る
こ
と
が

上
位
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、
先
日
、
町
別
人
権

学
習
会
に
参
加
を
し
ま
し
た
。
Ｄ

Ｖ
Ｄ
を
鑑
賞
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
が
原
因
で
起
こ
る
人
権
課
題
と

そ
の
解
決
策
等
を
話
し
合
い
ま
し

た
。
中
に
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や

携
帯
電
話
を
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
て

い
な
い
方
も
お
ら
れ
ま
し
た
。
し

か
し
、
今
後
ま
す
ま
す
情
報
化
・

国
際
化
が
進
む
中
で
、
情
報
機
器

の
改
良
は
日
進
月
歩
で
、
今
ま
で

以
上
に
不
可
欠
の
物
と
な
る
で
し

ょ
う
。

　

自
分
で
は
な
く
て
も
、
子
ど
も

や
孫
世
代
が
、
人
権
に
関
わ
る
被

害
を
受
け
る
可
能
性
は
否
定
で
き

ま
せ
ん
。
自
分
自
身
を
自
分
で
守

る
た
め
に
は
、
怪
し
い
サ
イ
ト
に

は
ア
ク
セ
ス
し
な
い
等
、
危
険
に

近
づ
か
な
い
よ
う
に
努
め
る
と
と

も
に
、
学
校
は
も
ち
ろ
ん
、
家
庭

や
友
人
等
、
身
近
な
と
こ
ろ
で
継

続
し
た
学
び
が
重
要
で
す
。
ど
ん

な
こ
と
で
も
話
し
合
え
る
顔
と
顔

が
見
え
る
関
係
を
大
切
に
し
た
い

も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
人
権
教
育
室
）

今、この時を輝いて生きる
̶次世代につなぐ、心豊かな人づくり、まちづくり̶

あ
ぐ
り
コ
ラ
ム

☎22-3111（防災安全課内）

「
若
者
た
ち
の
視
点
」
を
「
西
脇

版
総
合
戦
略
」
に
＆
「
国
へ
の

提
案
」
が
二
つ
と
も
採
択
！

　

関
西
学
院
大
学
都
市
研
究
会
、

兵
庫
教
育
大
学
有
志
、
市
若
手
職

員
に
よ
る
「
私
た
ち
が
未
来
を
創

る
！
事
業
提
案
発
表
会
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
「
若
者
た
ち
の
視
点
」
を
現
在
、

策
定
中
の
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
（
＝
西
脇
版
総

合
戦
略
）」
に
取
り
入
れ
る
べ
く
、

提
案
さ
れ
た
優
れ
た
ア
イ
デ
ア
は
、

事
業
化
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
地
方
の
積
極
的
な
取

り
組
み
を
支
援
す
る
国
の
「
地
方

創
生
先
行
型
交
付
金
事
業
」
に
西

脇
市
の
2
事
業
が
共
に
採
択
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
活
用
し
、
市

の
魅
力
を
発
信
す
る
「
シ
テ
ィ
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
」「
お
も
て
な
し

事
業
」
、
若
者
を
呼
び
込
む
「
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
構
想
」
な
ど
西

脇
市
な
ら
で
は
の
取
り
組
み
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

　

市
長
就
任
か
ら
2
年
が
過
ぎ
、

任
期
の
折
り
返
し
を
迎
え
ま
し
た
。

市
内
8
地
区
で
開
催
し
た
「
ま
ち

か
ど
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
に
は
多
く

の
方
に
参
加
い
た
だ
き
、
貴
重
な

ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

れ
ら
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
市
が
抱

え
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
解
決
に
向

け
て
次
年
度
の
予
算
編
成
に
当
た

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
ま
ち
に
生
ま
れ
た
こ
と
を

誇
れ
る
「
西
脇
市
」
を
と
も
に
創

っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

ひ
ぼ
う

お
母
さ
ん
の
味
を
伝
承
〜
西
脇
・
多
可
つ
た
の
会

10広報にしわき　平成27年12月号広報にしわき　平成27年12月号11

　

皆
さ
ん
に
と
っ
て
、「
お
母
さ

ん
の
味
」
は
ど
ん
な
も
の
で
す
か
。

　

北
播
磨
地
域
で
は
昔
か
ら
祭
り

や
祝
い
事
な
ど
人
が
集
ま
る
と
き

に「
巻
き
ず
し
」
を
作
り
食
べ
る

文
化
が
根
付
い
て
い
ま
す
。
家
で

採
れ
た
野
菜
や
地
域
食
材
を
具
材

と
し
て
利
用
す
る
た
め
、
郷
土
の

味
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
慣
習
や
味
を
生
か
し
、
自

分
た
ち
が
で
き
る
こ
と
を
特
産
品

化
し
よ
う
と
加
工
グ
ル
ー
プ
が
結

成
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

全
国
的
に
も
、
地
域
ご
と
に
農
山

漁
村
の
女
性
の
経
営
参
画
や
社
会

で
の
活
躍
の
場
の
創
出
を
目
的
と

し
た
「
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
」
が

あ
り
ま
す
。
西
脇
地
域
で
は
「
西

脇
・
多
可
つ
た
の
会
」
と
呼
ば
れ

て
お
り
、
黒
田
庄
地
区
の
お
母
さ

ん
が
中
心
と
な
っ
た
「
企
業
組
合

黒
っ
こ
マ
ザ
ー
ズ
」、
ま
た
多
可

町
の
マ
イ
ス
タ
ー
工
房
を
は
じ
め

と
す
る
特
産
品
加
工
グ
ル
ー
プ
全

7
グ
ル
ー
プ
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
地
産
地
消
を
目
指
す
中

で
、
地
域
資
源
を
活
用
し
6
次
産

業
化
を
通
じ
て
働
く
機
会
を
作
り

出
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
地
域
へ

の
愛
着
を
高
め
元
気
に
す
る
た
め

に
、
食
育
体
験
学
習
や
イ
ベ
ン
ト

に
積
極
的
に
参
加
し
地
域
の
魅
力

を
伝
え
て
い
ま
す
。
人
材
不
足
な

ど
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
が
、

一
人
で
も
多
く
の
笑
顔
が
見
た
い

と
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

み
な
さ
ん
も
地
域
の
お
母
さ
ん
方

が
作
っ
た
特
産
品
を
探
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
お
母
さ
ん

の
味
、
郷
土
の
味
を
感
じ
て
く
だ

さ
い
。

　「不要品があれば、衣類や靴など何でも買
い取ります」と電話があり来訪を承諾。業者
が家に来たところ「ネックレスや指輪などの
貴金属はないか」としつこく迫られ怖かった
など、「訪問購入」のトラブルが増えています。
　訪問購入の場合、飛び込みの勧誘はできま
せん。しつこい勧誘や買い取る種類を伝えず
に勧誘するのも禁止されています。買い取り
時は、業者の連絡先、物品の種類や特徴、購
入価格など買い取り条件を書いた契約書面を
発行しなければなりません。契約する時は、
必ず契約書をもらい内容を確認しましょう。
書面交付から8日間は無条件解約が可能で、
物品の引き渡しを拒絶できます。不安な時は
物品を引き渡さず、手元においておくなど、
注意が必要です。訪問時は1人で対応せずに
家族や友人に同席してもらいましょう。また、
事前に売りたい物品の価格を調べておくなど、
買い取り価格を査定してもらい納得したうえ
で契約しましょう。買い取りしてもらう意思
がないときはきっぱりと断り、不安を感じた
り、困ったりした時は消費生活センターにご
相談ください。

23

西
脇
市
長　

片
山
象
三

西
脇
を
元
気
に
!!

事業提案発表会に参加した若者たち

　

学
校
支
援
地
域
本
部
事
業
は
、

学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な

っ
て
地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
た
ち

を
育
て
る
体
制
を
整
え
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
平
成
20
年
度
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

学
校
の
授
業
や
活
動
な
ど
に
、

多
く
の
方
が
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
登
録
し
、
学
校
の
授

業
や
活
動
の
中
で
子
ど
も
た
ち
の

学
び
を
支
援
し
て
く
だ
さ
っ
て
い

ま
す
。
こ
こ
で
は
、
１
年
生
の
生

活
科
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
様
子

を
紹
介
し
ま
す
。

「
し
ご
と
め
い
じ
ん
」
に
な
ろ
う

　

生
活
科
の
授
業
で
家
の
仕
事
に

つ
い
て
学
習
し
て
い
ま
す
。
家
族

の
一
員
と
し
て
、
家
族
の
た
め
に

家
の
仕
事
を
し
て
い
こ
う
と
す
る

気
持
ち
を
育
ん
で
い
き
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に
来
て
い

た
だ
き
靴
洗
い
・
お
箸
箱
洗
い
・

靴
下
洗
い
・
ア
イ
ロ
ン
が
け
の
コ

ツ
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
「
あ
あ
、
な
る
ほ
ど
！
」「
家

で
や
っ
て
み
よ
う
か
な
！
」
と
い

う
声
が
授
業
後
聞
こ
え
て
き
て
、

家
で
す
る
き
っ
か
け
作
り
に
な
り

ま
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
の
親
切
丁

寧
な
言
葉
か
け
に
感
謝
す
る
と
と

も
に
多
く
の
優
し
い
大
人
に
触
れ

合
え
る
喜
び
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
、
地
域
の
学
校
支
援
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
学
習
補
助

や
環
境
整
備
等
の
支
援
を
い
た
だ

い
て
お
り
、
地
域
の
方
々
の
力
が

子
ど
も
た
ち
の
学
び
の
支
え
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　

内
容
・
登
録
な
ど
詳
し
く
は
、

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

＊　
　

＊　
　

＊

◆
問
合
せ　

生
涯
学
習
課

（
☎
22‐5
9
9
6
）

▲アイロンがけを学ぶ子どもたち

地
域
の
皆
さ
ん
の
力
を
学
校
運
営
に

　

教
育
委
員
会
で
は
「
学
校
・
家
庭
・
地
域
」
が
一
体

と
な
っ
て
地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
を
育
て
、
学
校
教
育

の
一
層
の
充
実
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
学
校
支
援

地
域
本
部
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
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―
学
校
支
援
地
域
本
部
事
業
―

コマ回しを体験する子どもたち



あそびの広場（12月）

　一緒に手遊びや読み聞かせなどを楽
しみましょう。誰でも参加できます。
○子育て学習センター
　　　　　  （Miraie こどもプラザ）
　 3日（木）ベビーの広場
　 4日（金）工作の広場
　10日（木）みんなの広場
　22日（火）みんなの広場
　24日（木）工作の広場
○あいあいランド　☎22-4150
　　　　 （総合市民センター２階）
　 2日（水）おしゃべりの広場
　11日（金）ベビーの広場
○へそっこランド　☎28－5702
　　　 （黒田庄福祉センター３階）
　 9日（水）みんなの広場
　18日（金）工作の広場
　24日（木）ベビーの広場
○茜が丘集会所
　 5日（土）ふぁみり～の広場
◆問合せ　Miraie こどもプラザ
　（☎25-2801／　25-2220）
※工作の広場は10時30分～11時、
それ以外の広場は10時～正午です。

　

私
に
は
1
歳
3
ヵ
月
に
な
る
娘

が
い
ま
す
。
最
近
は
自
己
主
張
が

は
っ
き
り
し
て
き
て
、
思
う
よ
う

に
な
ら
な
い
と
そ
の
場
に
泣
き
崩

れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
、
と
て

も
大
変
で
す
。
一
日
の
大
半
を
一

緒
に
過
ご
す
の
で
、
イ
ラ
イ
ラ
し

て
し
ま
う
こ
と
も
多
い
で
す
が
、

マ
マ
友
達
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
も

ら
い
な
が
ら
、
何
と
か
私
な
り
の

子
育
て
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

他
県
か
ら
嫁
い
で
き
た
私
に
は

こ
ち
ら
に
知
り
合
い
と
呼
べ
る
よ

う
な
人
も
な
く
、
子
ど
も
と
２
人

で
ほ
と
ん
ど
家
か
ら
出
な
い
生
活

を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
と
き
、

義
母
か
ら
の
勧
め
で
「
あ
そ
び
の

広
場
」
を
知
り
、
勇
気
を
出
し
て

顔
を
出
し
た
と
こ
ろ
、
た
く
さ
ん

の
マ
マ
さ
ん
た
ち
に
声
を
か
け
て

も
ら
っ
て
ホ
ッ
と
し
た
の
を
覚
え

て
い
ま
す
。
そ
れ
以
来
、
私
に
は

子
育
て
の
こ
と
を
相
談
で
き
る
マ

マ
友
達
が
、
娘
に
は
一
緒
に
遊
べ

る
友
達
が
た
く
さ
ん
で
き
ま
し
た
。

　

娘
は
、
最
初
の
う
ち
は
友
達
が

走
り
回
る
の
を
目
で
追
う
だ
け
で

し
た
が
、
今
で
は
し
っ
か
り
お
も

ち
ゃ
の
取
り
合
い
ま
で
し
て
い
ま

す
。
こ
う
し
て
人
と
の
関
わ
り
方

や
我
慢
な
ど
を
覚
え
て
い
く
ん
だ

ろ
う
な
と
微
笑
ま
し
く
見
守
っ
て

い
ま
す
。

　

素
敵
な
マ
マ
友
達
と
の
出
会
い

に
感
謝
し
な
が
ら
、
娘
が
た
く
さ

ん
の
お
友
達
に
囲
ま
れ
て
、
心
豊

か
に
、
そ
し
て
元
気
い
っ
ぱ
い
に

育
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
祈
っ
て
い

ま
す
。

　

毎
日
家
事
や
育
児
に
追
わ
れ
て

イ
ラ
イ
ラ
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ

る
私
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
一
緒

に
は
し
ゃ
い
で
遊
ん
で
、
少
し
ず

つ
親
子
で
成
長
し
て
い
き
た
い
で

す
。 　
　

　
　
　

オ
シ
ャ
レ
好
き
娘
の
マ
マ

　
播
州
織
フ
ラ
ワ
ー
ア
ー
ト
・
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
コ
ラ
ボ
展

　
▼
と
き　

12
月
２
日（
水
）〜
12
月
13
日（
日
）
午
前
10
時

〜
午
後
5
時
▼
と
こ
ろ　

旧
来
住
家
住
宅
（
入
場
無
料
）

▼
休
館
日　

毎
週
月
曜
日
▼
問
合
せ　

西
脇
Ｔ
Ｍ
Ｏ
推
進

室（
☎
23‐9
1
1
9
）

 

第
５
回
黒
田
庄
軽
ト
ラ
市
（
歳
末
喜
多
市
と
同
時
開
催
）

　
▼
と
き　

12
月
25
日（
金
）
午
前
9
時
〜
午
後
１
時（
小
雨

決
行
）
▼
と
こ
ろ　

黒
っ
こ
ふ
れ
あ
い
広
場
▼
内
容　

軽

ト
ラ
市
出
店
（
お
正
月
用
品
、
お
餅
、
お
正
月
飾
り
な

ど
）、
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
、
お
で
ん
、
う
ど
ん
、
綿
菓
子
な

ど
▼
問
合
せ　

黒
っ
こ
ふ
れ
あ
い
広
場
利
活
用
実
行
委
員

会
（
☎
28‐2
1
2
1
）

ふれあい広場

播▼〜▼室第▼決トどど会

みんなでみんなでまちまちづくり♪づくり♪みんなでまちづくり♪

子
育
て　
　
　
闘
記

子
育
て
中
の
皆
さ
ん
か
ら
の

お
た
よ
り
を
ご
紹
介
し
ま
す

奮

子
育
て　
　
　
闘
記

奮

市民の皆さんのまちづくり活動を紹介します

このページは市民の皆さんと
一緒につくるページです。投
稿・登場をお待ちしています。
秘書広報課（市役所内線207）

今、「旬」の人や団体を紹介します。今、「旬」の人や団体を紹介します。
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みらいえ

みらいえ

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
地
域
で
取
り
組
ま
れ
て

い
る
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
掲

載
希
望
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ　

秘
書
広
報
課
（
市
役
所
内
線
2
0
7
）

伸
び
伸
び
野
球
で
近
畿
を
制
覇　

全
国
に
挑
むにしわきっ子にしわきっ子にしわにしわにしわいき

いき♪
いき
いき♪
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11
月
7
、
8
日
に
奈
良
県
で
行

わ
れ
た
「
第
8
回
近
畿
少
年
秋
季

軟
式
野
球
大
会
」
に
西
脇
南
中
学

校
野
球
部
が
初
出
場
し
、
優
勝
を

果
た
し
ま
し
た
。

　
　

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

　

部
員
29
人
を
率
い
る
の
は
就
任

2
年
目
の
元
井
宏
監
督
。
練
習
に

は
あ
ま
り
口
出
し
せ
ず
、
部
員
に

任
せ
る
ス
タ
イ
ル
で
自
主
性
を
育

ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
部

員
た
ち
は
個
々
の
レ
ベ
ル
や
個
性

に
応
じ
て
互
い
に
ア
ド
バ
イ
ス
す

る
よ
う
に
成
長
。
全
員
で
伸
び
伸

び
と
プ
レ
ー
を
楽
し
み
な
が
ら
、

東
播
地
区
予
選
優
勝
を
目
指
し
て

練
習
し
て
き
ま
し
た
。

　

10
月
10
日
、
東
播
地
区
予
選
が

始
ま
り
ま
し
た
。
初
戦
の
ベ
ン
チ

裏
で
、
ほ
と
ん
ど
緊
張
の
色
を
見

せ
な
い
部
員
た
ち
の
様
子
に
「
こ

れ
な
ら
行
け
る
」
と
元
井
監
督
は

確
信
。
３
―
０
の
完
封
勝
ち
で
勢

い
に
乗
る
と
、
そ
の
ま
ま
決
勝
ま

で
駒
を
進
め
、
小
野
中
を
２
―
０

で
破
っ
て
念
願
の
優
勝
を
果
た
し

ま
し
た
。

　
初
出
場
の
県
大
会
で
躍
動

　　

10
月
31
日
、
西
脇
南
中
は
県
内

8
地
区
の
代
表
校
が
頂
点

を
目
指
す
「
兵
庫
県
中
学

校
新
人
大
会（
神
戸
市
）」

に
初
め
て
挑
み
ま
し
た
。

　

初
戦
の
相
手
・
住
吉
中

に
、
エ
ー
ス
の
鐘
搗
君
が

8
奪
三
振
の
力
投
を
見
せ

る
と
、
攻
め
て
は
三
回
、

二
塁
打
の
高
岸
君
を
三
塁

に
送
っ
て
9
番
・
片
岡
君

が
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
エ
ン
ド

ラ
ン
で
先
制
。
小
技
を
効

か
せ
て
２
―
０
で
完
封
勝

利
す
る
と
、
主
将
の
嶋
田

君
は
「
こ
こ
か
ら
は
優
勝

を
目
指
す
」
と
力
強
く
宣

言
し
、
チ
ー
ム
を
鼓
舞
し

ま
し
た
。

　

準
決
勝
は
、
打
率
3
割

超
の
強
力
打
線
を
誇
る
報

徳
中
を
相
手
に
、
打
撃
で

上
回
る
展
開
に
。
四
回
に

山
中
君
、
鐘
搗
君
、
坂
部

君
、
高
岸
君
の
4
連
打
な

ど
で
一
挙
に
3
点
を
奪
う

と
、
投
げ
て
は
鐘
搗
君
が

打
た
せ
て
取
る
投
球
で
6
安
打
完

封
と
活
躍
、
３
―
０
で
決
勝
進
出

を
決
め
ま
し
た
。

　
　

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

　

決
勝
の
相
手
は
市
島
中
。
１
番

打
者
の
嶋
田
主
将
は
一
回
、
四
球

で
出
塁
す
る
と
、
す
か
さ
ず
二
塁

へ
盗
塁
。
さ
ら
に
、
相
手
の
捕
逸

に
乗
じ
て
三
塁
を
陥
れ
ま
し
た
。

こ
れ
が
鐘
搗
君
の
中
前
適
時
打
を

呼
び
込
ん
で
先
制
す
る
と
、
二
回

に
は
敵
失
に
乗
じ
て
2
点
を
追
加
。

さ
ら
に
、
四
回
、
嶋
田
君
の
右
越

え
適
時
三
塁
打
で
2
点
を
追
加
す

る
な
ど
、
10
安
打
の
猛
攻
と
小
技

を
合
わ
せ
て
畳
み
か
け
、
６
―
１

で
初
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　

初
出
場
で
頂
点
に
立
っ
た
西
脇

南
中
ナ
イ
ン
の
歌
う
校
歌
が
、
球

場
に
誇
ら
し
げ
に
響
き
ま
し
た
。

　
近
畿
の
覇
者
と
し
て
全
国
へ

　　

西
脇
南
中
は
、
11
月
7
、
8
日
、

近
畿
各
府
県
か
ら
集
ま
っ
た
代
表

６
チ
ー
ム
に
よ
る
「
近
畿
少
年
秋

季
軟
式
野
球
大
会
（
奈
良
県
五
條

市
）」
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

決
勝
で
は
、
京
西
中
（
奈
良
）

を
相
手
に
2
度
の
逆
転
を
許
し
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
た
び
に

食
ら
い
つ
い
て
延
長
戦
に
突
入
。

６
―
５
の
劇
的
な
逆
転
サ
ヨ
ナ
ラ

勝
ち
で
見
事
に
優
勝
を
果
た
し
ま

し
た
。
元
井
監
督
は
「
ベ
ン
チ
も

含
め
た
全
員
が
試
合
ご
と
に
成
長

し
、
逆
境
に
も
あ
き
ら
め
な
い
強

い
気
持
ち
を
身
に
付
け
て
く
れ

た
」
と
部
員
た
ち
を
た
た
え
ま
し

た
。

　
　

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

　

西
脇
南
中
は
平
成
28
年
3
月
、

„
中
学
生
の
春
の
セ
ン
バ
ツ
“
と
も

言
わ
れ
る
「
全
日
本
少
年
春
季
軟

式
野
球
大
会
（
静
岡
県
）」
に
初

出
場
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
の

熱
い
声
援
を
届
け
ま
し
ょ
う
。

13

いきいきにしわきっ子を募集しています。写真と紹介文、
連絡先を市役所2Ｆ秘書広報課へ郵送またはご持参ください。

第８回近畿少年秋季軟式野球大会で初優勝

白球を追う球児たち

信男・芽衣子（下戸田）
兄・姉に負けぬように強くなれ

とうや
長野　透也
２歳

西脇南中学校野球部

か
ね
つ
き



作品の前で感想を述べる横尾忠則さん（左）と山田洋次監督
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西
脇
市
出
身
の
プ
ロ
野
球
大
投
手
・
鈴
木

啓
示
さ
ん
の
名
を
冠
し
た
『
第
3
回
鈴
木
啓

示
「
草
魂
カ
ッ
プ
」
少
年
軟
式
野
球
大
会
』

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
開
会
式
で
鈴
木
さ
ん

は
、「
西
脇
市
の
野
球
熱
が
よ
り
一
層
高
ま

っ
て
き
て
う
れ
し
い
。
失
敗
を
恐
れ
ず
、
野

球
を
通
じ
て
心
と
体
を
鍛
え
て
多
く
を
学
ん

で
く
だ
さ
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

15

第３回鈴木啓示「草魂カップ」に33チームが参加
〔11月３日　西脇公園野球場〕

開会式で子どもたちにメッセージを送る鈴木啓示
さん

市内企業が自社製品等を紹介する
「産業フェスタ2015」と安全安心な
地元産農産物をPRする「西脇市農業
祭」を同時開催（11月14日・15日、
総合市民センター）

　

8
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
、「
人
口
減
少

時
代
の
地
域
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
、
市
長

が
市
内
8
地
区
に
出
向
き
市
民
の
皆
さ
ん
と

意
見
交
換
を
行
う
「
ま
ち
か
ど
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
延
べ
5
4
7
人
の

市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
参
加
い
た
だ
き
多
く
の

ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
（
内
容
等
は
後

日
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま
す
）。

市内８地区でまちかどミーティングを開催
〔８月～10月　市内８地区のコミセン等〕

まちかどミーティングの様子

　

第
3
回
「
黒
田
の
里　

官
兵
衛
ま
つ
り
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
（
西
脇
市
「
官
兵
衛
の

里
」
推
進
協
議
会
主
催
）。
約
60
人
の
甲
冑

武
者
行
列
が
黒
田
公
民
館
か
ら
荘
厳
寺
ま
で

を
練
り
歩
き
ま
し
た
。
会
場
で
は
歴
代
黒
田

城
主
供
養
の
法
要
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
美
し

く
色
づ
い
た
紅
葉
の
中
で
多
く
の
人
が
ス
テ

ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

黒田家発祥の地で盛大に官兵衛まつりを開催
〔11月15日　荘厳寺〕

まちを練り歩く元気いっぱいの子ども武者行列

ふるさと夢・希望創造事業「帰郷～
ふるさとDE語る～」西脇小学校出身
のバリトン歌手田中由也さんが母校
で講演（10月29日、西脇小学校）

平成27年度全国ソフトバレー・レデ
ィース＆メンズ交流大会で優勝した
Spring Fightersのメンバーが市長・
教育長を表敬訪問（10月27日、西
脇市役所）

西脇市長杯中学生硬式野球大会「第
２回官兵衛野球大会」が開催され、
県内外から10 チームが参加（10 月
31日、黒田庄ふれあいスタジアム）

　

日
本
を
代
表
す
る
映
画
監
督
の
山
田

洋
次
さ
ん
と
、
西
脇
市
名
誉
市
民
で
世

界
的
美
術
家
の
横
尾
忠
則
さ
ん
に
よ
る

企
画
展
「
映
画
と
と
も
に　

山
田
洋
次

×
横
尾
忠
則
展
」
が
岡
之
山
美
術
館
で

行
わ
れ
て
い
ま
す
（
市
制
10
周
年
記
念

事
業
）。

　

オ
ー
プ
ン
直
後
の
10
月
31
日
に
は
、

二
人
を
お
迎
え
し
て
同
館
ア
ト
リ
エ
に

て
「
作
家
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

山
田
監
督
が
「
横
尾
さ
ん
と
一
緒
に

こ
の
よ
う
な
企
画
展
が
で
き
て
う
れ
し

く
思
う
」
と
話
す
と
、
横
尾
さ
ん
は

「
山
田
監
督
の
代
表
的
な
2
作
品
『
男

は
つ
ら
い
よ
』『
幸
福
の
黄
色
い
ハ
ン

カ
チ
』
を
、
僕
の
作
品
と
の
コ
ラ
ボ
を

通
し
て
新
し
い
切
り
口
で
見
せ
ら
れ
な

い
か
と
考
え
た
」
と
企
画
展
の
趣
旨
を

お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
企
画
展
は
来
年
3
月
27
日
ま
で
。

休
館
日
は
毎
週
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合

は
翌
日
）
お
よ
び
年
末
年
始
。

日
本
を
代
表
す
る
２
人
の
芸
術
家
の
企
画
展

〔
10
月
31
日　

西
脇
市
岡
之
山
美
術
館
〕

このコーナーでは、
イベントやまちの
話題、団体の活動
などを紹介してい
ます。耳寄りな情
報は秘書広報課ま
で（市役所内線
207）。

紙面に載せきれな
いまちの話題がど
んどん届きます。
西脇市 facebook
で情報発信中！

話
の
ち
ま

題

Photo Gallery
まちの話題や風景を写真で紹介

　

西
脇
南
中
学
校
に
同
校
第
46
回
か
ら
48
回
の
卒

業
生
や
当
時
の
教
職
員
約
60
人
が
集
ま
り
、
10
年

前
に
埋
め
た
ポ
ス
ト
カ
プ
セ
ル
を
開
封
し
ま
し
た
。

西
脇
市
と
黒
田
庄
町
が
合
併
し
た
平
成
17
年
10
月

に
当
時
の
生
徒
会
が
中
心
と
な
っ
て
発
案
し
た
も

の
で
、
当
時
の
生
徒
た
ち
の
夢
や
希
望
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
思
い
が
込
め
ら
れ
た
手
紙
や
写
真
が
姿

を
現
す
と
大
き
な
歓
声
が
あ
が
り
ま
し
た
（
住
所

変
更
等
で
手
紙
が
届
か
な
い
場
合
は
同
校
に
保
管
）。

ポ
ス
ト
カ
プ
セ
ル
を
開
封―

南
中

〔
11
月
７
日　

西
脇
南
中
学
校
〕

10年前に埋めたポストカプセルを開封する実行
委員会のメンバーら

　

男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー
「
起
業
す
る
っ
て
お

も
し
ろ
い
！
〜
子
育
て
中
の
主
婦
が
突
然
パ
ン
屋

を
始
め
ま
し
た
〜
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
講
師
は

市
内
の
自
宅
で
週
2
日
だ
け
パ
ン
屋
を
経
営
す
る

伊
藤
香
代
子
さ
ん
と
そ
の
夫
で
Ｉ
Ｔ
企
業
社
員
と

し
て
在
宅
勤
務
を
し
て
い
る
伊
藤
淳
一
さ
ん
。
起

業
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
な
が
ら
「
互

い
の
領
分
を
尊
重
し
、
支
え
合
え
ば
楽
し
い
人
生

に
な
る
の
で
は
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

起
業
す
る
っ
て
お
も
し
ろ
い

〔
11
月
３
日　

茜
が
丘
複
合
施
設
み
ら
い
え
〕

講師の伊藤さん夫妻。コーディネーターはもっと
すてきに“パートナー”委員会の蓮池昌美さん

！



くらしの情報　西脇市役所☎22-3111㈹

西脇市役所☎22-3111㈹

市民の皆さんに
役立つさまざまな
情報をお知らせ
　　します。　
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表　
　

彰

17

くらしの情報
Information

　　
旭
日
双
光
章

　
・
南
部　

弘
さ
ん
（
西
脇
）

　

兵
庫
県
食
品
衛
生
協
会
副
会
長

と
し
て
食
品
衛
生
思
想
の
普
及
お

よ
び
業
界
の
発
展
に
貢
献

・
早
瀬　

正
之
さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
黒
田
庄
町
前
坂
）

　

町
議
会
議
員
・
市
議
会
議
員
を

17
年
2
ヵ
月
に
わ
た
っ
て
務
め
、

そ
の
間
に
は
町
議
会
議
長
と
し
て

地
方
自
治
の
伸
展
に
貢
献

　　
瑞
宝
双
光
章

　
・
藤
井　

照
通
さ
ん
（
蒲
江
）

　

北
は
り
ま
消
防
組
合
消
防
監
と

し
て
地
域
社
会
の
安
全
お
よ
び
消

防
思
想
の
普
及
に
貢
献

　　
黄
綬
褒
章

　
・
藤
井　

俊
伸
さ
ん
（
蒲
江
）

　

釣
り
具
製
造
業
に
従
事
し
、
播

州
釣
針
協
同
組
合
理
事
長
と
し
て

釣
り
針
業
界
の
発
展
に
貢
献

　　
兵
庫
県
自
治
賞

　
〇
農
林
水
産
功
労

・
竹
井　

安
夫
さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
黒
田
庄
町
喜
多
）

　

北
は
り
ま
山
田
錦
部
会
会
長
と

し
て
、
長
年
に
わ
た
り
高
品
質
な

酒
米
の
生
産
振
興
に
努
め
、
地
域

農
業
の
発
展
に
尽
力
す
る
な
ど
明

る
い
社
会
づ
く
り
に
貢
献

・
西
村　

萬
里
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
黒
田
庄
町
船
町
）

　

農
産
加
工
グ
ル
ー
プ
代
表
と
し

て
地
元
食
材
を
活
用
し
た
農
産
加

工
品
の
開
発
を
通
じ
た
活
力
あ
る

地
域
づ
く
り
に
尽
力
し
、
明
る
い

社
会
づ
く
り
に
貢
献

・
藤
本　

秀
通
さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
黒
田
庄
町
門
柳
）

　

兵
庫
県
猟
友
会
役
員
と
し
て
、

長
年
に
わ
た
り
野
生
鳥
獣
に
よ
る

被
害
防
止
活
動
に
尽
力
し
、
明
る

い
社
会
づ
く
り
に
貢
献

〇
福
祉
功
労

・
門
脇　

弘
嶽
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
黒
田
庄
町
岡
）

　

人
権
擁
護
委
員
と
し
て
、
長
年

に
わ
た
り
人
権
擁
護
活
動
に
尽
力

し
、
明
る
い
社
会
づ
く
り
に
貢
献

〇
商
工
功
労

・
長
谷
川　

俊
雄
さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
黒
田
庄
町
喜
多
）

　

西
脇
市
観
光
協
会
役
員
と
し
て
、

長
年
に
わ
た
り
観
光
事
業
の
発
展

に
尽
力
し
、
明
る
い
社
会
づ
く
り

に
貢
献

・
藤
本　

幸
生
さ
ん
（
西
脇
）

　

西
脇
小
売
酒
販
組
合
・
西
脇
酒

販
協
同
組
合
役
員
と
し
て
、
業
界

の
発
展
と
地
域
商
工
業
の
振
興
に

尽
力
し
、
明
る
い
社
会
づ
く
り
に

貢
献

　　
兵
庫
県
こ
う
の
と
り
賞

　
・
岡
本　

敏
子
さ
ん
（
和
田
町
）

・
岡
本　

巴
さ
ん
（
和
田
町
）

・
徳
岡　

幸
子
さ
ん
（
津
万
）

　

右
の
3
人
は
給
食
サ
ー
ビ
ス
事

業
の
調
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
等
に
配
食

す
る
た
め
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
と
彩

り
を
考
慮
し
た
お
弁
当
づ
く
り
に

尽
力
し
、
こ
こ
ろ
豊
か
な
美
し
い

兵
庫
の
実
現
に
貢
献

　　
兵
庫
県
く
す
の
き
賞

　
・
食
育
グ
ル
ー
プ「
そ
ら
豆
く
ん
」

　

地
域
の
い
き
い
き
サ
ロ
ン
や
幼

保
育
園
・
小
中
学
校
な
ど
に
お
い

て
食
育
の
普
及
啓
発
活
動
に
尽
力

す
る
な
ど
、
こ
こ
ろ
豊
か
な
美
し

い
地
域
づ
く
り
に
貢
献

　　
兵
庫
県
の
じ
ぎ
く
賞

　
・
ヴ
ィ
ー
ヴ
・
コ
ロ
ヤ
ス

　

長
年
に
わ
た
り
西
脇
市
善
意
銀

行
に
浄
財
を
寄
附
し
、
明
る
く
楽

し
い
生
活
環
境
の
創
造
に
貢
献

　　
兵
庫
県
技
能
顕
功
賞

　
・
吉
川　

忠
石
さ
ん
（
野
村
町
）

　

鉄
工
と
し
て
活
躍

・
井
村　

耕
二
郎
さ
ん
（
西
脇
）

　

電
気
配
線
工
事
作
業
者
と
し
て

活
躍

・
岸
上　

文
雄
さ
ん（
上
比
延
町
）

　

自
動
車
整
備
工
と
し
て
活
躍

・
山
川　

隆
雄
さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
黒
田
庄
町
前
坂
）

　

配
管
工
と
し
て
活
躍

・
大
柿　

喜
代
次
さ
ん（
市
原
町
）

　

木
製
建
具
製
造
工
と
し
て
活
躍

　　
第
18
回「
ア
ピ
カ
・
ア
ン
サ
ン

　
ブ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
」

　　

市
内
の
中
・
高
・
一
般
の
吹
奏

楽
お
よ
び
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
関
連
の

団
体
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

▼
と
き　

12
月
19
日（
土
）
午
後

１
時
30
分
〜
（
午
後
１
時
開
場
）

▼
と
こ
ろ　

ア
ピ
カ
ホ
ー
ル
▼
入

場
料　

無
料
▼
問
合
せ　

ア
ピ
カ

ホ
ー
ル
（
☎
23‐9
0
0
0
）

　　
お
と
う
さ
ん
と
作
ろ
う
！
遊
ぼ
う
！

　　

ク
リ
ス
マ
ス
に
ち
な
ん
だ
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
弁
当
づ
く
り
と
ド
ミ
ノ

大
会
で
す
。

▼
と
き　

12
月
20
日（
日
）
午
前

10
時
〜
午
後
2
時
▼
と
こ
ろ　

茜

が
丘
複
合
施
設
調
理
室
▼
対
象　

お
お
む
ね
5
歳
〜
小
学
6
年
生
▼

定
員　

先
着
10
組
▼
参
加
費　

1
，0
0
0
円
▼
講
師　

藤
田
和

昌
さ
ん
▼
申
込
み
・
問
合
せ　

男

女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
（
茜
が
丘

複
合
施
設
内
／
☎
25‐2
8
0
0
）

　　
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
づ
く
り

　
▼
と
き　

12
月
13
日（
日
）
▼
と

こ
ろ　

こ
ど
も
プ
ラ
ザ
▼
対
象　

未
就
学
の
児
童
／
①
午
前
10
時
〜

11
時（
定
員
＝
15
組
の
親
子
）▽
小

学
生
以
上
／
②
午
後
2
時
〜
3
時

（
定
員
＝
15
名
）
▼
申
込
み
・
問

合
せ　

こ
ど
も
プ
ラ
ザ（
茜
が
丘

複
合
施
設
内
／
☎
25‐2
8
0
1
）

ま
す
。
必
要
な
場
面
で
落
ち
着
い

て
応
急
手
当
て
が
で
き
る
よ
う
、

心
肺
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方

を
学
び
ま
し
ょ
う
。

▼
と
き　

12
月
10
日（
木
）
午
後

6
時
15
分
〜
9
時
（
午
後
5
時
45

分
受
付
開
始
）
▼
と
こ
ろ　

生
涯

学
習
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
3
階

▼
内
容　

心
肺
蘇
生
法
実
施
指
導
、

自
動
体
外
式
除
細
動
器〈
Ａ
Ｅ
Ｄ
〉

使
用
方
法
▼
講
演
・
指
導　

冨
原

循
環
器
科
・
内
科
院
長　

冨
原
均

先
生
▼
参
加
費　

1
0
0
円（
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
加
入
料
含
む
）

▼
問
合
せ　

健
康
課
（
市
役
所
内

線
3
5
4
）

　　
播
州
織
フ
ラ
ワ
ー
ア
ー
ト
・

　
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
コ
ラ
ボ
展

　
▼
と
き　

12
月
2
日（
水
）
〜
13

日（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
5
時

▼
と
こ
ろ　

旧
来
住
家
住
宅
（
入

場
無
料
）
▼
休
館
日　

毎
週
月
曜

日
▼
問
合
せ　

西
脇
Ｔ
Ｍ
Ｏ
推
進

室
（
☎
23‐9
1
1
9
）

　　
茨
城
県
水
害・東
日
本
大
震
災
現

　
地
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
写
真
展

（
西
脇
北
高
校
）

　
▼
と
き　

12
月
16
日（
水
）
〜
27

日（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
5
時

▼
と
こ
ろ　

旧
来
住
家
住
宅
（
入

場
無
料
）
▼
休
館
日　

毎
週
月
曜

日
▼
問
合
せ　

西
脇
Ｔ
Ｍ
Ｏ
推
進

室
（
☎
23‐9
1
1
9
）

　　
日
本
赤
十
字
社
兵
庫
県
支
部
奉

　
仕
功
労
支
部
長
特
別
感
謝
状

　
・
西
脇
市
赤
十
字
奉
仕
団

　

長
年
に
わ
た
り
積
極
的
に
奉
仕

活
動
に
貢
献

　　
日
本
赤
十
字
社
兵
庫
県
支
部
支

　
部
長
感
謝
状（
銀
色
枠
）

　
・
片
岡　

節
子
さ
ん
（
野
村
町
）

・
中
元　

勝
美
さ
ん
（
高
松
町
）

　

右
の
2
人
は
西
脇
市
赤
十
字
奉

仕
団
員
と
し
て
、
長
年
に
わ
た
り

奉
仕
活
動
に
貢
献

　　
平
成
28
年
成
人
式

　　

成
人
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た

喜
び
を
分
か
ち
合
い
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き　

平
成
28
年
１
月
10
日

（
日
）
午
前
11
時
〜（
午
前
10
時
30

分
〜
受
付
）
▼
と
こ
ろ　

ア
ピ
カ

ホ
ー
ル
・
西
脇
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

▼
対
象　

平
成
7
年
4
月
2
日
〜

平
成
8
年
4
月
１
日
生
ま
れ
の
方

▼
問
合
せ　

青
少
年
セ
ン
タ
ー

（
☎
22‐4
0
0
0
）

　　
救
急
ナ
イ
ト
ス
ク
ー
ル
２
０
１
５

　　

救
急
車
が
現
場
に
到
着
す
る
ま

で
平
均
6
分
か
か
り
ま
す
。
そ
の

6
分
間
に
、
応
急
手
当
て
を
行
え

る
か
ど
う
か
が
救
命
率
を
左
右
し

　　
兵
庫
県
青
少
年
補
導
委
員
知
事

　
表
彰

　
・
藤
原　

信
子
さ
ん
（
野
村
町
）

　

補
導
委
員
と
し
て
20
年
に
わ
た

り
青
少
年
の
健
全
育
成
に
貢
献

　　
兵
庫
県
青
少
年
補
導
委
員
知
事

　
感
謝

　
・
石
井　

健
志
郎
さ
ん（
野
村
町
）

・
鈴
木　

章
右
さ
ん
（
野
村
町
）

・
船
田　

耕
造
さ
ん
（
西
脇
）

・
丸
山　

勝
代
さ
ん
（
西
脇
）

　

右
の
4
人
は
補
導
委
員
と
し
て

10
年
に
わ
た
り
青
少
年
の
健
全
育

成
に
貢
献

　　
西
脇
市
技
能
功
労
賞

　
・
杉
本　

栄
三
さ
ん
（
西
脇
）

　

大
工
と
し
て
活
躍

・
足
立　

孝
さ
ん
（
西
脇
）

　

大
工
と
し
て
活
躍

・
林　

輝
雄
さ
ん
（
明
楽
寺
町
）

　

板
金
工
と
し
て
活
躍

・
藤
原　

幹
夫
さ
ん
（
日
野
町
）

　

土
木
工
と
し
て
活
躍

・
德
岡　

定
雄
さ
ん
（
野
村
町
）

　

金
属
塗
装
工
と
し
て
活
躍

・
藤
岡　

幹
生
さ
ん
（
蒲
江
）

　

釣
針
製
造
工
と
し
て
活
躍

・
片
岡　

昌
二
さ
ん
（
大
木
町
）

　

配
管
工
と
し
て
活
躍

・
藤
本　

泉
さ
ん
（
鹿
野
町
）

　

配
管
工
と
し
て
活
躍

催　
　

し
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冬
休
み
ク
ラ
フ
ト
教
室
生
募
集

　　

ミ
ニ
門
松
作
り
と
焼
き
い
も
づ

く
り
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き　

12
月
23
日（
水
）
午
前

9
時
〜
正
午
▼
と
こ
ろ　

青
年
の

家
▼
対
象　

小
学
生
と
そ
の
家
族

（
小
学
3
年
生
以
下
は
保
護
者
同

伴
）
▼
定
員　

30
名
（
定
員
に
な

り
次
第
締
切
）
▼
指
導　

野
外
活

動
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
グ
ル
ー
プ

『
紙
ひ
こ
う
き
』
と
ゆ
か
い
な
仲

間
達
!!
▼
参
加
費　

１
人
3
5
0

円
▼
申
込
方
法　

参
加
費
を
添
え

て
12
月
15
日（
火
）
ま
で
に
左
記

へ
▼
申
込
み
・
問
合
せ　

青
年
の

家
（
☎
22‐3
7
0
3
）

　　
パ
ソ
コ
ン
講
座
―
エ
ク
セ
ル
コ
ー

　
ス
（
初
中
級
）

　
▼
と
き　

平
成
28
年
１
月
23
日

（
土
）〜（
毎
週
土
曜
日
、
全
5
回
）

午
前
10
時
〜
正
午
▼
と
こ
ろ　

生

涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
3

階
▼
対
象　

20
歳
以
上
▼
定
員　

10
名
▼
講
師　

西
脇
情
報
技
術
推

進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　

藤
田
清
行
さ

ん
▼
受
講
料　

3
，5
0
0
円（
テ

キ
ス
ト
・
資
料
代
別
）
▼
持
ち
物

筆
記
用
具
等
▼
そ
の
他　

備
付
の

パ
ソ
コ
ン
を
使
用
▼
申
込
受
付　

12
月
8
日（
火
）午
前
8
時
30
分
〜

（
先
着
順
）▼
申
込
み
・
問
合
せ　

中
央
公
民
館
（
総
合
市
民
セ
ン
タ

ー
内
／
☎
22‐5
9
9
6
）

　　
冬
休
み
親
子
ヨ
ー
ガ
教
室
生
募
集

　
▼
と
き　

12
月
25
日（
金
）〜
27
日

（
日
）・
１
月
6
日（
水
）〜
7
日

（
木
）午
前
9
時
30
分
〜
10
時
30
分

／
全
5
回
▼
と
こ
ろ　

総
合
市
民

セ
ン
タ
ー
研
修
館
和
室
▼
対
象
小

学
１
〜
6
年
生（
市
内
在
学
）
▼

募
集
定
員　

10
組（
先
着
順
）▼
講

師　

杉
本
麻
貴
さ
ん
▼
受
講
料　

１
組
2
，5
0
0
円
▼
申
込
方
法

12
月
5
日（
土
）〜
20
日（
日
）の
間

に
左
記
窓
口
へ
所
定
の
申
込
書
を

提
出
▼
申
込
み
・
問
合
せ　

中
央

公
民
館
（
総
合
市
民
セ
ン
タ
ー
内

／
☎
22‐5
9
9
6
）

　　
県
営
住
宅
入
居
者
募
集
（
12
月
）

　
〇
西
脇
谷
町
鉄
筋
＝
3
Ｄ
Ｋ
／
2

人
以
上
、
一
般
１
戸

〇
西
脇
鹿
野
住
宅
＝
１
Ｄ
Ｋ
／
単

身
の
み
、
高
齢
特
目
１
戸

▼
申
込
受
付　

12
月
8
日（
火
）午

後
5
時
ま
で
都
市
住
宅
課
で
受
付

／
申
し
込
み
が
募
集
戸
数
を
超
え

る
と
き
は
翌
日
に
抽
選
を
実
施
▼

必
要
書
類　

都
市
住
宅
課
に
あ
る

「
県
営
住
宅
入
居
申
込
書
」に
必
要

事
項
を
記
入
し
提
出
（
前
日
ま
で

に
準
備
し
都
市
住
宅
課
で
確
認
の

こ
と
）
▼
申
込
資
格　

県
内
に
居

住
し
て
い
る
か
勤
務
先
が
あ
る
方
。

そ
の
ほ
か
収
入
基
準
等
の
資
格
要

件
あ
り
▼
申
込
み
・
問
合
せ 

都

市
住
宅
課（
市
役
所
内
線
2
8
2
）

　　
市
営
住
宅
入
居
者
募
集

　
▼
住
宅
の
概
要　

下
表
の
と
お
り

▼
申
込
受
付　

１
月
20
日（
水
）ま

で
に
申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
（
要
事
前
審
査
、
同
時
に
複
数

の
申
込
不
可
）
▼
抽
選
日
等　

申

し
込
み
が
募
集
戸
数
を
超
え
る
と

き
は
１
月
27
日（
水
）午
前
9
時
に

抽
選
を
実
施
▼
必
要
書
類　

都
市

住
宅
課
に
あ
る
「
市
営
住
宅
入
居

申
込
書
」
に
必
要
書
類
を
添
付
し

提
出
（
書
類
は
事
前
に
確
認
し
準

備
）
▼
申
込
資
格　

市
内
に
居
住

し
て
い
る
か
勤
務
先
が
あ
る
方
。

そ
の
ほ
か
収
入
基
準
等
の
資
格
要

件
あ
り
▼
申
込
み
・
問
合
せ　

都

市
住
宅
課（
市
役
所
内
線
2
8
2
）

　　
自
殺
予
防
対
策
講
演
会

　　
「
こ
こ
ろ
の
病
」
を
知
り
、
そ

の
予
防
や
対
応
方
法
な
ど
を
学
習

で
き
る
講
演
会
を
開
催
し
ま
す

（
ど
ち
ら
か
一
つ
の
講
演
だ
け
の

受
講
も
可
能
で
す
）。

▼
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
フ
ァ

ク
シ
ミ
リ
で
左
記
へ
▼
申
込
み
・

問
合
せ　

社
会
福
祉
課（
市
役
所

内
線
2
6
2 

2
2‐6
0
3
7
）

演
題
①
＝
ま
ず
学
ぼ
う
！
「
こ
こ

ろ
の
病
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
」

▼
と
き　

12
月
18
日（
金
）
午
後

１
時
30
分
〜
▼
と
こ
ろ　

総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
「
萩
ヶ
瀬
会
館
」
▼

講
師　

加
茂
病
院　

丸
岡
真
澄
精

神
科
医
師

演
題
②
＝
聴
き
上
手
に
な
り
ま
し

ょ
う

▼
と
き　

平
成
28
年
１
月
22
日

（
金
）
午
後
１
時
30
分
〜
▼
と
こ

ろ　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
萩
ヶ

瀬
会
館
」
▼
講
師　

壺
阪
ヨ
シ
子

臨
床
心
理
士

　　
農
地
中
間
管
理
事
業
／
農
地
借
受

　
申
し
込
み

　　

兵
庫
み
ど
り
公
社
で
は
、
大
規

模
農
家
お
よ
び
新
規
就
農
者
等
の

担
い
手
へ
農
地
の
集
積
・
集
約
を

推
進
す
る
農
地
中
間
管
理
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
事
業
を
活
用

し
て
農
地
の
借
受
け
を
希
望
す
る

方
は
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

▼
申
込
期
間　

12
月
12
日（
土
）
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ま
で
▼
申
込
方
法　

兵
庫
み
ど
り

公
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
申
込
書

を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
メ
ー
ル
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
、
郵
送
（
消
印
有

効
）
で
左
記
へ
▼
問
合
せ　

兵
庫

み
ど
り
公
社
（
☎
0
7
8‐3
6
1

‐8
1
1
4
）

　　
公
共
職
業
訓
練
・
訓
練
生
募
集

　
▼
申
込
資
格　

求
職
中
の
方
（
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
の
申
し
込
み

を
さ
れ
た
方
で
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

の
受
講
指
示
、
受
講
推
薦
ま
た
は

支
援
指
示
を
受
け
た
方
）
▼
申
込

み
・
問
合
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
西

脇
（
西
脇
地
方
合
同
庁
舎
内
／
☎

22‐3
1
8
1
）
▼
訓
練
料　

無

料
（
別
途
教
材
費
等
が
必
要
で

す
）
▼
訓
練
場
所　

北
は
り
ま
職

業
訓
練
セ
ン
タ
ー
（
平
野
町

1
8
9‐1
／
☎
23‐4
3
2
6
）

【
訓
練
コ
ー
ス
】

○
介
護
職
員
初
任
者
研
修
コ
ー
ス

　

介
護
従
事
者
に
必
要
な
専
門
知

識
、
パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
知
識
を
習

得
。
介
護
職
員
初
任
者
研
修
修
了

資
格
（
旧
ヘ
ル
パ
ー
2
級
）
を
取

得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
募
集
定
員　

20
名
▼
募
集
期
間

12
月
4
日（
金
）〜
1
月
5
日（
火
）

▼
訓
練
期
間　

1
月
26
日（
火
）〜

3
月
25
日（
金
）／
原
則
土
・
日
・

祝
日
を
除
く
5
日
間
、
午
前
9
時

〜
午
後
4
時
▼
必
要
経
費　

教
材

費
1
0
，0
0
0
円
、
訓
練
生
総

合
保
険
料
1
，9
5
0
円
▼
そ
の

他　

受
講
料
（
教
材
費
含
む
）
に

は
西
脇
市
の
補
助
制
度
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
長
寿
福
祉
課
ま
で

○
O
A
事
務
実
務
コ
ー
ス

　

パ
ソ
コ
ン
初
心
者
を
対
象
。
ワ

ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
の
基
礎
・
応
用

知
識
を
習
得
。
ビ
ジ
ネ
ス
現
場
に

対
応
し
た
実
習
演
習
や
パ
ソ
コ
ン

検
定
試
験
対
策
も
行
い
ま
す
。

▼
募
集
定
員　

20
名
▼
募
集
期
間

12
月
11
日（
金
）〜
１
月
12
日（
火
）

▼
訓
練
期
間　

2
月
１
日（
月
）〜

4
月
28
日（
木
）／
原
則
土
・
日
・

祝
日
を
除
く
5
日
間
、
午
前
9
時

〜
午
後
4
時
▼
必
要
経
費　

教
材

費
1
5
，0
0
0
円

　　
東
京
西
脇
多
可
の
会
会
員
募
集

　　
「
東
京
西
脇
多
可
の
会
」
は
関

東
圏
に
お
住
ま
い
の
西
脇
市
お
よ

び
多
可
町
出
身
者
・
縁
故
者
で
構

成
さ
れ
る
親
睦
の
会
で
す
。
世
代

や
職
種
を
超
え
て
交
流
を
深
め
て

い
ま
す
。
関
東
圏
に
お
住
ま
い
の

方
や
親
戚
、
ご
友
人
が
お
ら
れ
ま

し
た
ら
左
記
事
務
局
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

▼
事
業
内
容　

総
会
・
懇
親
会
、

親
睦
行
事
の
開
催
、
ふ
る
さ
と
情

報
の
提
供
、
会
報
紙
の
発
行
な
ど

▼
年
会
費　

2
，0
0
0
円
▼
問

合
せ　

東
京
西
脇
多
可
の
会
西
脇

事
務
局
（
秘
書
広
報
課
内
／
市
役

所
内
線
2
0
7
）

西脇の自然カレンダー2016販売
　西脇市動植物生態調
査研究グループによる
「西脇の自然カレンダ
ー2016年版」が完成
しました。今回で41
年目の発行となり、里
山に生える不思議な形
のサンコウタケや、早
春に咲く可憐なアブラチャンの姿を掲載。
環境啓発の一環として学校や公共施設に
提供しているほか、市役所等で販売も行
っています。お買い求めは下記まで。
◆料金　１枚300円
◆販売場所　市役所環境課、総合市民セ
ンター、北はりま田園空間博物館総合案
内所、旧来住家住宅、北はりま旬菜館
◆問合せ　市役所環境課（内線391）

　歌手の橋幸夫さんをお招きし、
認知症をテーマにした講演会を
開催します。親や配偶者が認知
症になったとき、家族はどう向
き合えばいいのか、これからの
暮らしをどう考えたらいいのか、
認知症の母親を介護した経験を
踏まえ、ご講演いただきます。
■とき　平成28年2月28日（日）午後2時～3時30分
■会場　市民会館大ホール
■参加費　無料
■申込方法　電話で下記まで。住所・氏名・電話
番号をお伝えください（平日午前８時30分～
午後５時15分まで受付）。申込者に入場券（は
がき）を郵送します。
■申込み・問合せ　長寿福祉課（市役所内線339）

橋幸夫さんによる認知症講演会

※①　夫婦の合計年齢が80歳未満の場合は申込み人数を１人加算できます。
※②　Ａ棟、Ｂ棟共エレベーター付
※③　その他費用：家賃の３ヶ月分の敷金、上下水道光熱費、団地の自治会費、駐車場代など
※④　優先入居世帯による申込みの場合、その世帯を優先で決定します。申込みが募集戸数を
　　　超える場合は、優先世帯の中で抽選します。

①車椅子常用者世帯　②障害者世帯、高
齢者のいる世帯　③多子世帯の順に優先

①車椅子常用者世帯　②障害者世帯、高
齢者のいる世帯の順に優先

○下戸田団地（5戸）
棟名 階数 間取り等 募集戸数

１

３

２

４

Ａ棟
（南棟）

B棟
（北棟）

３ＤＫ
（62.6㎡）

３ＤＫ
（62.8㎡）

１

１

１

２

24,200～

25,400～

３人以上  ※①

３人以上  ※①

家賃（円） 募集区分 優先入居区分

臨
時
福
祉
給
付
金
・
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
の
申
請
は
12
月
28
日（
月
）ま
で
◆
問
合
せ　

社
会
福
祉
課（
市
役
所
内
線
５
５
９
）・
こ
ど
も
福
祉
課（
市
役
所
内
線
３
３
７
）
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特
設
人
権
相
談
所
―
人
権
週
間

　　

12
月
4
日
〜
10
日
は
人
権
週
間

で
す
。
市
民
の
人
権
を
守
る
た
め
、

人
権
週
間
行
事
の
一
環
と
し
て
、

次
の
と
お
り
特
設
人
権
相
談
所
を

開
設
し
ま
す
。
人
権
問
題
（
名

誉
・
信
用
・
差
別
・
私
的
制
裁
・

い
や
が
ら
せ
・
い
じ
め
な
ど
）
で

お
悩
み
の
方
は
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
秘

密
は
守
ら
れ
ま
す
。

▼
と
き　

12
月
9
日（
水
）
午
前

10
時
〜
午
後
3
時
▼
と
こ
ろ　

総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
萩
ケ
瀬
会

館
」
相
談
室
▼
人
権
擁
護
委
員
西

脇
支
部
委
員（
敬
称
略
）　

小
田
教

代（
西
脇
）
▽
高
岡
千
佐
子（
上
戸

田
）
▽
中
道
か
ず
よ（
郷
瀬
町
）

▽
長
谷
川
芳
孝（
高
松
町
）
▽
武

部
三
郎（
上
比
延
町
）
▽
青
山
眞

澄（
明
楽
寺
町
）
▽
長
井
好
美（
野

村
町
）
▽
門
脇
弘
嶽（
黒
田
庄
町

岡
）
▽
吉
本
清
美（
黒
田
庄
町
石

原
）
▼
問
合
せ　

ま
ち
づ
く
り
課

人
権
室（
市
役
所
内
線
5
2
1
）

　　
女
性
の
た
め
の
お
仕
事
相
談

　　

女
性
の
仕
事
に
関
わ
る
さ
ま
ざ

ま
な
悩
み
の
解
決
を
、
経
験
豊
富

な
女
性
の
社
会
保
険
労
務
士
が
お

手
伝
い
し
ま
す
。
ま
た
、
知
っ
て
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い
る
と
役
立
つ
情
報
を
提
供
し
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
相
談
日　

毎
週
火
曜
日
午
前
お

よ
び
金
曜
日
の
午
後
／
相
談
時
間

は
最
大
50
分
▼
と
こ
ろ　

男
女
共

同
参
画
セ
ン
タ
ー
（
茜
が
丘
複
合

施
設
内
）
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム

▼
相
談
内
容　

就
労
や
起
業
な
ど

こ
れ
か
ら
の
新
し
い
仕
事
に
つ
い

て
▽
職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い

て
▽
社
会
保
険
や
雇
用
保
険
等
に

つ
い
て
▼
相
談
員　

女
性
社
会
保

険
労
務
士
▼
そ
の
他　

相
談
に
は

予
約
が
必
要
で
す
の
で
、
左
記
へ

電
話
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
▼
申

込
み
・
問
合
せ　

男
女
共
同
参
画

セ
ン
タ
ー
（
茜
が
丘
複
合
施
設
内

／
☎
25‐2
8
0
0
）

　　
税
理
士
に
よ
る
無
料
税
務
相
談

　　

近
畿
税
理
士
会
西
脇
支
部
の
税

理
士
が
、
税
に
関
す
る
相
談
に
無

料
で
応
じ
ま
す
。

▼
と
き　

12
月
10
日（
木
）
午
後

１
時
〜
4
時
▼
と
こ
ろ　

生
涯
学

習
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
女
性
コ

ー
ナ
ー
▼
問
合
せ　

近
畿
税
理
士

会
西
脇
支
部
（
☎
32‐1
4
7
7
）

　　
天
神
池
温
水
プ
ー
ル
臨
時
休
館

　　

温
水
プ
ー
ル
は
12
月
１
日
か
ら

平
成
28
年
２
月
29
日
ま
で
改
修
工

事
の
た
め
休
館
し
ま
す
（
体
育
館

は
通
常
ど
お
り
開
館
）。

　　
東
播
磨
地
域
都
市
計
画
区
域
マ

　
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
等
の
変
更
に
関

　
す
る
都
市
計
画（
案
）の
縦
覧

　　

都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発

お
よ
び
保
全
の
方
針
（
都
市
計
画

区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
）、
区
域

区
分
、
都
市
再
開
発
の
方
針
、
住

宅
市
街
地
の
開
発
整
備
の
方
針
、

防
災
街
区
整
備
方
針
の
変
更
に
関

す
る
都
市
計
画
案
が
縦
覧
に
供
さ

れ
ま
す
。
こ
の
案
に
つ
い
て
、
縦

覧
期
間
中
に
県
知
事
あ
て
に
意
見

書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
縦
覧
期
間　

12
月
8
日（
火
）〜

22
日（
火
）
午
前
8
時
30
分
〜
午

後
5
時
15
分
（
土
・
日
を
除
く
）

▼
縦
覧
場
所　

兵
庫
県
都
市
計
画

課
お
よ
び
市
都
市
住
宅
課
（
県
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
可
）
▼
問
合

せ　

兵
庫
県
県
土
整
備
部
ま
ち
づ

く
り
局
都
市
計
画
課（
☎
0
7
8‐

3
6
2‐3
5
8
8
）

　　
東
播
都
市
計
画
用
途
地
域
の

　
変
更（
案
）の
縦
覧

　　

こ
の
変
更
は
、
東
播
都
市
計
画

区
域
区
分
の
変
更
に
関
連
す
る
区

域
の
用
途
を
変
更
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
す
。
住
民
お
よ
び
利
害
関

係
人
は
こ
の
案
に
つ
い
て
、
縦
覧

期
間
中
に
市
長
あ
て
に
意
見
書
を

提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
縦
覧
期
間　

12
月
8
日（
火
）〜

22
日（
火
）
午
前
8
時
30
分
〜
午

後
5
時
15
分
（
土
・
日
を
除
く
）

▼
縦
覧
場
所　

都
市
住
宅
課
▼
問

合
せ　

都
市
住
宅
課
（
市
役
所
内

線
2
8
5
･
2
8
6
）

　　
介
護
保
険
給
付
費
の
お
知
ら
せ

　　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ

れ
た
方
へ
「
介
護
給
付
費
の
お
知

ら
せ
」
の
は
が
き
を
お
送
り
し
て

い
ま
す
。
こ
の
は
が
き
は
、
介
護

保
険
事
業
者
か
ら
の
請
求
に
も
と

づ
き
、
平
成
27
年
6
〜
9
月
の
間

に
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ

れ
て
い
る
方
へ
、
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
状
況
を
お
知
ら
せ
す
る
も
の
で

す
。

　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
費
用
の
う

ち
、
１
割
ま
た
は
2
割
（
所
得
に

よ
り
利
用
者
ご
と
に
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
）
を
利
用
者
の
皆
さ
ん
に

自
己
負
担
し
て
い
た
だ
き
、
残
り

は
介
護
保
険
料
な
ど
か
ら
ま
か
な

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
財
源
を
大

切
に
す
る
た
め
に
も
、
利
用
さ
れ

た
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
や
金
額

に
間
違
い
が
な
い
か
、
事
業
所
か

ら
発
行
さ
れ
た
領
収
書
な
ど
と
見

比
べ
て
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
通

知
書
の
記
載
内
容
に
誤
り
や
不
明

な
点
が
あ
れ
ば
左
記
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ　

長
寿
福
祉
課
介
護
保

険
担
当（
内
線
3
3
8
･
3
3
4
）

ス
ポ
ー
ツ

　　
西
脇
Ｙ
字
路
お
買
物
券
使
用
期
限

　

　
「
西
脇
Ｙ
字
路
お
買
い
物
券
」

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
使
用
期

限
が
近
付
い
て
い
ま
す
。
期
限
を

過
ぎ
る
と
お
買
い
物
券
は
使
用
で

き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
使
用
さ
れ
な

か
っ
た
お
買
い
物
券
の
払
い
戻

し
・
返
金
は
一
切
で
き
ま
せ
ん
。

▼
使
用
期
限　

12
月
31
日（
木
）

▼
問
合
せ　

西
脇
市
商
業
連
合
会

（
☎
22‐3
9
0
1
）

　　
年
末
の
交
通
事
故
防
止
運
動

　　

今
年
、
西
脇
市
内
で
交
通
死
亡

事
故
が
4
件
発
生
し
て
い
ま
す
。

交
通
ル
ー
ル
を
遵
守
し
、
安
全
運

転
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

▼
運
動
期
間　

12
月
１
日（
火
）〜

10
日（
木
）▼
最
重
点
項
目　

子
ど

も
と
高
齢
者
の
交
通
安
全
▼
運
動

の
重
点　

①
飲
酒
運
転
の
根
絶
②

後
部
座
席
を
含
め
た
す
べ
て
の
座

席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

③
自
転
車
の
交
通
安
全
④
夕
暮
れ

時
の
交
通
安
全
▼
問
合
せ　

防
災

安
全
課
（
市
役
所
内
線
3
9
4
）

　　
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
新
規

　
交
付
お
よ
び
更
新
を
終
了
し
ま
す

　

　

平
成
28
年
1
月
か
ら
個
人
番
号

カ
ー
ド
の
交
付
が
開
始
さ
れ
る
こ

と
に
伴
い
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
の
新
規
交
付
お
よ
び
更
新
は
12

月
28
日（
月
）
を
も
っ
て
終
了
し

ま
す
。
ま
た
、
住
民
基
本
台
帳
カ

ー
ド
に
搭
載
さ
れ
て
い
る
電
子
証

明
書
の
更
新
も
12
月
22
日（
火
）

を
も
っ
て
終
了
し
ま
す
。
な
お
、

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
お
よ
び
搭

載
さ
れ
て
い
る
電
子
証
明
書
は
有

効
期
限
ま
で
利
用
可
能
で
す
。

　

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
代
わ

り
と
な
る
個
人
番
号
カ
ー
ド
は
、

新
し
い
電
子
証
明
書
を
搭
載
し
て

い
る
た
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

使
っ
た
所
得
税
の
申
告
に
利
用
す

る
こ
と
が
可
能
で
す
（
当
初
は
個

人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
申
請
が
集

中
し
交
付
が
遅
れ
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
）。

▼
問
合
せ　

戸
籍
住
民
課
（
市
役

所
内
線
2
4
7
・
2
5
0
）

　　
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
教
室

　
▼
と
き　

1
月
24
日（
日
）・
2
月

7
日（
日
）・
2
月
21
日（
日
）▼
と

こ
ろ　

万
場
ス
キ
ー
場
▼
集
合
時

間
・
場
所　

午
前
6
時
に
市
役
所

中
庭
集
合
▼
対
象　

小
学
生
以
上

（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）▼
募
集

人
員　

ス
キ
ー
＝
20
名
▽
ス
ノ
ー

ボ
ー
ド
＝
5
名
▼
参
加
費　

小
・

中
学
生
2
，0
0
0
円
、
高
校

生
・
一
般
3
，0
0
0
円
（
保
険

料
・
大
会
参
加
費
含
む
）
▼
交
通

費　

１
人
9
，0
0
0
円
（
3
日

分
）
▼
指
導　

西
脇
ス
キ
ー
協
会

員
▼
申
込
期
間　

12
月
16
日（
水
）

〜
平
成
28
年
1
月
8
日（
金
）▼
申

込
方
法　

参
加
費
を
添
え
て
左
記

へ
▼
申
込
み
・
問
合
せ　

生
涯
学

習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
担
当
（
総
合

市
民
セ
ン
タ
ー
内
／
☎
22‐5
9
9

6
）

■健康増進啓発ポスターコンクール表彰（敬称略）
【特定健診の部】
○最優秀賞＝藤井七星（比延小）
○優秀賞＝來住心桜（重春小）、谷口拓大（西脇南中）
○入選＝吉田彩乃（西脇小）、山根桃華（重春小）、
藤原楽（西脇中）、中山結愛（西脇東中）、村上翔
（西脇南中）
【禁煙の部】
○最優秀賞＝吉田汐里（重春小）
○優秀賞＝林雛花（芳田小）、湯浅遼太（西脇南中）
○入選＝中山響輝（重春小）、冨士田英将（重春小）、
西本愛唯（西脇中）、藤原瑠華（西脇南中）、村上夏
菜（黒田庄中）
■第10回へその西脇・織物まつり審査結果（敬称略）
【加杉野おどり】
加杉野大賞＝風火雷霆◇加杉野準大賞＝丹波篠山楽
空間◇西脇市長賞＝今村組阪奈連合◇富良野市長賞
＝裏播州鬼ほおずき灯◇西脇市観光協会長賞＝生粋
◇実行委員長賞＝灘龍一心◇さくら賞（衣装）＝
KOUGA彩風舞人◇にっしー賞（楽曲）＝チームい
ぶき◇キッズ大賞＝あまのじゃく“は組”
【へそのミュージックフェスタ】
グランプリ＝藤原佑輔×吉田彩華◇準グランプリ＝
遠藤利夫
【フォトコンテスト】
金賞＝西山誠◇銀賞＝神足武史◇銅賞＝都倉重忠◇
入選＝徳岡千津子、加藤誠司、銀﨑宜広、南都健治、
斎寺義則、村上よしみ、村上朝男、松岡優介、小松
浩生、髙見弘行
■にしわき朝ごはんレシピコンテスト結果（敬称略）
【親子部門】
最優秀賞＝藤原丈・優子（黒田庄中）◇元気アップ
賞＝芝本悦希・明美（黒田庄中）◇愛デア賞＝伊藤
愛華・真理（黒田庄中）
【高校生・一般部門】
最優秀賞＝藤原早紀（社高校）◇元気アップ賞＝市
薗衣梨（西脇高校）◇愛デア賞＝増田幹大（西脇高校）
■第2回男女共同参画フォトコンテスト結果（敬称略）
◇最優秀賞＝江口のり子（野村町）◇優秀賞＝植村
さやか（野村町）、知野見珠希（郷瀬町）◇入選＝
高橋章子（和布町）、荻野真澄（黒田庄町田高）、橋本
直子（西宮市）◇ハートでつながりま賞＝都倉重忠
（加古川市）◇笑顔満開で賞＝定本若沙（下戸田）

 正社員を随時募集しています。 先ずはお気軽にお問合せ下さい。

酒井精工株式会社
多可郡多可町中区曽我井907‒90　☎ 0795‒32‒2251

皆さんはよく「ISO9001」という言葉をよく耳にされる
ことと思います。製品やサービスの品質を管理するため
の国際標準規格のことです。弊社はナット用タップ専業
メーカーで国内初（H11.11）に取得致しました。

「ISO9001」とは？

広告広告

広
報
紙
面
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
中

広
報
紙
へ
の
ご

意
見
・
ご
感
想

は
こ
ち
ら
か
ら

　
　
　

↓
↓
↓

■自衛官等募集

【問合せ】自衛隊兵庫地方協力本部加古川地域事務所　TEL079－426－3290／青野原分駐所　TEL0794－66－7959
自衛官募集HP　 http://www.mod.go.jp/gsdf/jieikanbosyu/

応募資格 受付期間 試　験　日 合格発表種　　目

陸上自衛隊高等
工科学校生徒

自衛官候補生

防衛大学校学生 一般（後期）

一般

高卒（見込含）
21未満の者

男子 18歳以上27歳未満の者 年間を通じて受付

男子で中卒（見込含）
17歳未満の者

28年1月20日（水）
～1月29日（金）

28年1月8日（金）
まで

受付時に案内

1次：28年2月20日（土）
2次：28年3月11日（金）

1次：28年1月23日（土）
2次：28年2月4日（木）～7日（日）

試験日にお知らせ

1次：28年3月4日（金）
最終：28年3月18日（金）

1次：28年1月29日（金）
最終：28年2月19日（金）

献
血
協
調
月
間　

冬
場
は
献
血
者
が
少
な
く
輸
血
用
血
液
が
不
足
し
が
ち
で
す
。
私
た
ち
の
命
に
欠
か
せ
な
い
血
液
は
人
工
的
に
造
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
尊
い
命
を
救
う
た
め
献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

アイ

アイ



くらしの情報　西脇市役所☎22-3111㈹

毎月第2・4金曜日
午後1時～4時30分
毎月第3火曜日
午後1時～3時
毎月第1水曜日
午後1時30分～4時
毎週月曜日
午後1時～4時
毎週月～金曜日
午前8時30分～午後5時
①毎週月～金曜日
　午前9時～午後5時
②毎週月～金曜日
　午前8時～午後5時
毎週火・金曜日
午後2時～4時
毎週火・金曜日
午後1時～3時
毎月第3金曜日
午前10時～正午
毎週木曜日
午前9時30分～午後4時30分
毎週月～金曜日
午前8時30分～午後4時

毎週月・水・木曜日
午前10時～午後4時

毎月第１・３水曜日
午後1時30分～午後3時30分

毎週月～金曜日
午前8時30分～午後4時

相談日、時間は施設により
異なります。

法律に関する相談。希望者は防災安全課（内線394）へ予約が必要。
担当：弁護士
国など行政が行っている仕事等についての苦情や意見、要望など。
担当：行政相談委員　問合せ：防災安全課（内線394）
人権の保護、プライバシーの侵害。
担当：人権擁護委員　問合せ：まちづくり課人権室（内線521）
家庭内のもめごとや悩みごとなど。　担当：民生委員・児童委員
問合せ：社会福祉協議会（☎22-5400）
配偶者やパートナーからの暴力などに関する相談。
問合せ：こども福祉課（内線261・337）
①障害者やその家族を対象にした相談　　担当：相談支援専門員
　問合せ：障害者相談支援センター　うぃーぶねっと（☎28-4433）
②障害や障害者への虐待に関する相談　　担当：相談支援専門員
　問合せ：障害者相談支援センター　ぱれっと（☎25-0551）
身体障害者福祉全般。
担当：身体障害者相談員　問合せ：身体障害者福祉協会（☎22-2727）
知的障害（児）者やその家族を対象にした相談。
担当：専門指導相談員　問合せ：ワークホームタンポポ（☎22-8149）
農地申請、農業者年金の手続き、農地紛争など。
担当：市農業委員　問合せ：農業委員会（内線324）
教育に関する悩みごと教育全般。　担当：カウンセラー
問合せ：青少年センター（☎22-8080）
幼児、児童、生徒についての心配ごとや悩みなど。
担当：家庭児童相談員　問合せ：こども福祉課（内線341）
契約・借金の返済などによるトラブル（予約者を優先します）。
担当：市消費生活相談員　問合せ：防災安全課（内線394）
※火・金曜日：多可町消費生活センター（生活安全課内）が利用できます。
住宅建物全般（リフォーム、耐震診断など）に関する相談。
担当：（一社）兵庫県建築士事務所協会北はりま支部
予約：都市住宅課（内線279）
母子・父子家庭等の悩みや相談ごとなど。
担当：市母子・父子自立支援員　問合せ：こども福祉課（内線261・337）
高齢者の生活や介護に関する相談。　問合せ：次の各施設
①市役所地域包括支援センター（内線351）・②各在宅介護支援センター
◆みぎわ園（☎22-9000）・楽寿園（☎23-7700）・向陽苑（☎28-3293）
　オンベリーコ（☎25-0020）・西脇市社会福祉協議会（☎23-9122）

法 律 相 談

行 政 相 談

人 権 相 談

心 配 ご と 相 談

ＤＶ被 害 者 相 談

障 害 者 相 談

身体障害者相談

知的障害（児）者相談

農 家 相 談

教 育 相 談

家 庭 児 童 相 談
 
消 費 生 活 相 談多 重 債 務 　 　

住 宅 相 談

　
母子・父子等相談
　

在 宅 介 護 相 談

相談内容 場　　　所 相　談　日 内　　　　容

市役所 市民相談室

生涯学習まちづくりセンター

総合福祉センター

総合福祉センター

市役所 こども福祉課

①障害者相談支援センター
　「うぃーぶねっと」
②障害者相談支援センター
　「ぱれっと」

総合福祉センター

ワークホームタンポポ

市役所 農業委員会事務局

青少年センター教育相談室

市役所 こども福祉課

市役所 防災安全課
（消費生活センター）

市役所 北側相談室

市役所 こども福祉課

①地域包括支援センター
②在宅介護支援センター

編集室から

○平成27年12月1日～平成28年1月5日分健康づくりセンター行事予定健康づくりセンター行事予定健康づくりセンター行事予定

平成27年
　12月31日
平成28年
　１月１日

　１月２日

　１月３日

午前9時
　　から
午後1時
　　まで

福永歯科クリニック
（西脇市西脇46）
藤原歯科医院
（西脇市上野字東谷92）
梶本歯科医院
（西脇市西脇998）
まなべ歯科医院
（多可町中区中村町410-6）

23－6480

22－2364

23－5155

32－4649

診療日 診療時間 診療所名・住所 電　話

※ 受診前に各歯科医院に電話連絡をお願いします。
※ 健康保険証・各種医療受給者証をお持ちください。
※ 緊急性のない方は通常診療が開始されてから受診してください。

年末年始休日歯科診療

対　象　者 場　　所実施日時行　 事　 名

母子健康手帳の交付

3 か 月 児 健 診

1歳6か月児健診

3 歳 児 健 診

10か月児乳児相談

離 乳 食 教 室

健 康 相 談

こ こ ろ の 相 談

歯 科 訪 問

27年8月生

27年9月生

26年5月生

24年11月生

27年2月生

希 望 者

希 望 者

健康づくりセンター
に申込みが必要

歯科医院に通院困難な方
健康づくりセンターに（　　申込みが必要　　）

   8:30～17:15

13:00～14:00

13:00～14:00

13:00～14:00

13:00～14:00

   9:30～11:00

13:30～15:15

   9:30～11:00

   9:30～11:30

13:30～15:00

月～金曜日（祝日を除く）

12月　1日(火)

　1月　5日(火)

12月　9日(水)

12月　4日(金)

12月17日(木)

12月　7日(月)

第1・3水曜日（祝日は除く）

12月17日(木)

12月17日(木)

健康づくりセンター

自　　　宅

健　
　

康

年　
　

金

納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
は
全
額
が

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

　

国
民
年
金
保
険
料
は
所
得
税
法・

地
方
税
法
上
、
社
会
保
険
料
控
除
と

し
て
そ
の
年
の
課
税
所
得
か
ら
控
除

さ
れ
、
税
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

■
控
除
の
対
象
＝
平
成
27
年
１
月
〜

12
月
ま
で
に
納
め
た
保
険
料
の
全
額

（
過
去
の
年
度
分
や
追
納
し
た
保
険

料
な
ど
を
含
む
）
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○西脇市役所････････････☎22-3111
保健・医療・福祉
○西脇病院･･････････････☎22-0111
○西脇多可休日急患センター☎23-5380
○老人保健施設しばざくら荘☎23-5958
○社会福祉協議会〔萩ヶ瀬会館〕☎22-5400
○西脇消防署････････････☎22-0119
○黒田庄消防駐在所･･････☎28-5119
○住民サービス公社･･････☎23-2802
○斎場〔やすらぎ苑〕････☎22-3644
○春日浄水場････････････☎22-7213
○みどり園･･････････････☎23-2808
生活・文化・交流・スポーツ
○生涯学習まちづくりセンター
〔マナビータ・プラザ〕･･☎22-3111
○市民会館･･････････････☎22-5715
○郷土資料館････････････☎23-5992

○茜が丘複合施設Miraie ･･☎25-2800
〔図書館〕･･････････････☎23-5991
〔子どもプラザ〕････････☎25-2801
〔男女共同参画センター〕☎25-2800
○総合市民センター（中央公民館）
〔カルチャーセンター〕･･☎22-5996
○岡之山美術館･･････････☎23-6223
○にしわき経緯度地球科学館
〔テラ・ドーム〕････････☎23-2772
○青少年センター････････☎22-4000
○日本のへそ日時計の丘公園
〔オートキャンプ場〕････☎28-4851
〔フォルクスガーデン〕･･☎28-5120
○青年の家･･････････････☎22-3703
○アピカホール･･････････☎23-9000
○天神池スポーツセンター☎22-0072
○古窯陶芸館････････････☎22-3000

　西脇市では、避難情報や気象情報な
どの防災情報と、不審者情報や火災情
報などの緊急情報を携帯電話のメール
で配信しています（登録は無料）。

メール登録方法

手順1

手順2

「にしわき防災ネット」にアクセス

ホームページで設定

インターネット接続できる携帯電話やパソコン
から、下記Ａ～Ｃのいずれかの方法で「にしわ
き防災ネット」にアクセスしてください。

 ● ＡＢの方
　ホームページ内の「→→→西脇市設定登録は 
　こちら！」から空メールを送ってください。
　仮登録メールが届くので登録をお願いします。
 ● Ｃの方
　防災ネットからメールが届くので、接続して
　地区設定などをお願いします。

A URL http://bosai.net/nishiwaki/を直接入力

B 右のQRコードを接写

hy＠bosai.netに空メールを
送信

〈問合せ〉防災安全課　市役所内線394

C

ＱＲコード

にしわき防災ネット

　昨年に続いて西脇工業高校陸上部が男女そろって全国高校駅伝大会
に出場することとなりました。市では平成２年から同校が全国大会に
出場するごとに、市内の応援ムードを盛り上げることを目的として駅
伝特集号（臨時号）を発行しています。今回で23回目となりますがフ
ルカラーでの発行は初めてです。この特集号を手に京都市内やテレビ
等で応援していただければうれしく思います。女子は県大会を圧勝、
近畿大会で強豪校相手に第２位。男子は近畿大会の激戦を制して優勝
するなど都大路でのレースが楽しみですね【Ｈ】

くらしのダイヤル

相　談　窓　口  　
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

　
定
期
予
防
接
種

 　
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
は
肺
炎
等

の
感
染
症
を
予
防
し
重
症
化
を
防

ぐ
効
果
が
あ
り
ま
す
（
過
去
に
肺

炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
受
け

た
こ
と
の
あ
る
方
は
対
象
外
）。

▼
対
象　

①
今
年
度
内
に
65
・

70
・
75
・
80
・
85
・
90
・
95
・

1
0
0
歳
に
な
る
方
②
60
〜
64
歳

で
心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸
器
の
機
能

に
日
常
生
活
が
極
度
に
制
限
さ
れ

る
程
度
の
障
害
や
ヒ
ト
免
疫
不
全

ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能
に

日
常
生
活
が
ほ
と
ん
ど
不
可
能
な

程
度
の
障
害
が
あ
る
方
▼
接
種
回

数　

１
回
▼
接
種
費
用　

4
，0
0

0
円
／
生
活
保
護
受
給
者
、
市
民

税
非
課
税
世
帯
の
方
は
接
種
費
用

免
除
（
要
事
前
申
請
）
▼
接
種
場

所　

指
定
医
療
機
関

●
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
助

成
事
業
（
西
脇
市
独
自
制
度
）

　

定
期
予
防
接
種
の
対
象
者
以
外

で
次
に
該
当
す
る
方
は
5
年
に
１

回
4
，0
0
0
円
を
上
限
に
接
種

費
用
を
助
成
（
要
事
前
申
請
）。

任
意
接
種
で
あ
り
、
接
種
に
つ
い

て
は
医
師
と
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
対
象　

①
心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸

器
の
機
能
に
自
己
の
身
辺
の
日
常

生
活
活
動
が
極
度
に
制
限
さ
れ
る

程
度
の
障
害
や
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ

イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能
に
日

常
生
活
が
ほ
と
ん
ど
不
可
能
な
程

度
の
障
害
が
あ
る
方
②
基
礎
疾
患

を
有
す
る
65
歳
以
上
の
方
▼
接
種

期
間　

平
成
28
年
3
月
31
日
ま
で

▼
申
請
・
問
合
せ　

健
康
課
（
市

役
所
内
線
3
5
6
）

 　
予
防
接
種
副
作
用
被
害
救
済
制
度

 　
平
成
25
年
3
月
31
日
ま
で
に
市

町
村
の
助
成
で
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ

ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
、
ヒ
ブ
ワ
ク

チ
ン
、
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
の
い
ず
れ
か
を
接
種
し
た
方
の

う
ち
、
接
種
後
に
何
ら
か
の
症
状

が
生
じ
、
医
療
機
関
を
受
診
し
た

方
は
、
接
種
と
の
関
連
性
が
認
定

さ
れ
る
と
、
医
療
費
・
医
療
手
当

が
支
給
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
問
合
せ　

医
薬
品
医
療
機
器
総

合
機
構
の
救
済
制
度
相
談
窓
口

（
☎
0
1
2
0‐1
4
9‐9
3
1
／

☎
0
3‐3
5
0
6‐9
4
1
1
）

 　
加
古
川
年
金
事
務
所
の

　
出
張
年
金
相
談

 

▼
と
き　

12
月
24
日（
木
）
午
前

10
時
30
分
〜
午
後
2
時
▼
と
こ
ろ 

市
民
会
館
第
１
会
議
室
▼
受
付
期

間　

12
月
１
日（
火
）〜
22
日（
火
）

午
前
8
時
半
〜
午
後
5
時
（
事
前

予
約
制
、
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

▼
受
付
定
員
14
名
（
定
員
に
な
り

次
第
締
切
）▼
相
談
内
容　

年
金

相
談
、
年
金
請
求
手
続
き
。
代
理

相
談
は
委
任
状
が
必
要
。
請
求
手

続
き
は
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
▼
持
参
物　

年
金
手
帳
、

障
害
者
手
帳
、
印
鑑
な
ど
▼
申
込

み
・
問
合
せ　

加
古
川
年
金
事
務

所
お
客
様
相
談
室
（
☎
0
7
9‐4

2
7‐4
7
4
3
）

　

 税
の
納
期
限（
12
月
25
日
）

　

 ■
固
定
資
産
税
３
期
分

■
国
民
健
康
保
険
税
６
期
分

＊
納
付
書
で
12
月
25
日（
金
）

　

ま
で
に
納
付
く
だ
さ
い
。

＊
固
定
資
産
税
・
国
民
健
康

　

保
険
税
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

　

ス
ス
ト
ア
で
納
付
が
で
き

　

ま
す
（
バ
ー
コ
ー
ド
の
印

　

字
が
な
い
も
の
、
金
額
が

　

30
万
円
を
超
え
る
も
の
等

　

は
取
り
扱
い
で
き
ま
せ
ん
）。

※
口
座
振
替
の
方
は
、
12
月

　

25
日（
金
）に
お
申
し
込
み

　

口
座
か
ら
振
り
替
え
ま
す
。

※
市
税
の
納
付
は
口
座
振
替

　

を
お
勧
め
し
ま
す
。

西脇多可の安全安心な暮らしを守る住民大会
■とき　12月５日（土）午後１時30分～３時30分
■ところ　市民会館
■内容　◇第１部＝功労者表彰ほか
　　　　◇第２部＝安全安心漫才（まるっち～ず）、
　　　　　兵庫県警音楽隊の演奏
■その他　参加費無料、事前申込不要
■問合せ　防災安全課（市役所内線394）

みらいえ

西脇市多可郡歯科医師会により、年末年始の休日歯科診療が行われます。



旬菜レシピ旬菜レシピ 自然自然西脇の自然今月の旬菜レシピ 第501回

　カキノキは、農山村といわず日本の
代表的なふるさとの姿でした。学校帰
りの子どもは木に登ってもいだり、叉
木を使って取りおやつとして食べたり
していました。
　カキノキは奈良時代ごろに中国から
渡来したと考えられています。その後、
日本で改良が加えられ昭和初期には１
千種もあったといわれていますが、戦
争以後多くの品種が姿を消してしまい
ました。
　甘柿では富有・次郎・御所などがよ
く知られ、関西では久保が多く見られ
ます。渋柿では八珍・美濃・西条など
で、吊し柿にもされ、正月の縁起物に
使います。材は淡黒色の心材が家具用
材として珍重されます。

白菜と山の芋の和風シチュー

平
成
27年
12月
1日
発
行

広
報
　
に
し
わ
き

2015
12

N
o.１
33

カキノキ（かきのき科）
西脇市動植物生態調査研究グループ

発
行
／
西
脇
市
　
　
〒
677‒8511 西

脇
市
郷
瀬
町
605 TEL.0795(22)3111 FA

X.0795(22)1014
編
集
／
総
務
部
秘
書
広
報
課
　
　
西
脇
市
HP／

http://w
w
w
.city.nishiw

aki.lg.jp

北はりま旬菜館の〝旬野菜〟を
使ったレシピをお届けします。

山の芋
　山の芋は天然のものを「自然生」と呼びます。肉質が
緻密で粘りが極めて強く、栄養豊富で発育促進に優れた
栄養豊富な作物です。葉はハート形、地下には1本の芋
があり1ｍを超えることもあります。また、つるには
「むかご」と呼ぶ大豆ほどの実をつけます。近隣では丹
波篠山地域で気候風土に合うことから特産品になってお
り「霧芋」と呼ばれています。消化酵素のアミラーゼを
多く含み、米などのでんぷんを含む食材の消化を助けま
す。特有の「粘り」には、胃腸の粘膜を保護し、細胞の
活性化の作用がある成分が含まれています。

【材　料】
山の芋 ……………
白菜 ………………
カブ ………………
タマネギ …………
ニンジン …………
ブロッコリー ……
ベーコン …………
バター …………
小麦粉 …………
水 …………………
　
◆調味料
顆粒コンソメ …
牛乳 ………………
みそ ……………
塩コショウ …………

（4人分）
250ｇ
1/6個
1/2個
1/2個
1/2本
1/3株
80ｇ

大さじ3
大さじ3
200㏄
　

小さじ1
400㏄
大さじ2
　適量
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に
し
わ
き
散
歩

に
し
わ
き
散
歩

ふ
る
さ
と
の
魅
力
再
発
見

に
し
わ
き
散
歩　

西
脇
市
で
は
、
旧
西
脇
市
の
市
制
25
周

年
（
昭
和
52
年
度
）
の
テ
ー
マ
「
み
な
お

そ
う
ふ
る
さ
と
」
運
動
の
中
で
「
日
本
の

へ
そ
」
を
宣
言
し
て
以
来
、
ユ
ニ
ー
ク
な

ま
ち
づ
く
り
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。
今

年
で
38
回
目
を
迎
え
る
「
西
脇
子
午
線
マ

ラ
ソ
ン
大
会
」
も
そ
の
一
つ
で
す
。

　

第
１
回
目
の
開
催
は
昭
和
53
年
（
1
9

7
8
年
）
12
月
。
経
緯
度
交
差
点
付
近
を

発
着
点
と
し
、
幸
せ
の
地
点
「
日
本
の
へ

そ
」
を
駆
け
る
西
脇
市
な
ら
で
は
の
大
会

は
「
へ
そ
マ
ラ
ソ
ン
」
の
愛
称
で
親
し
ま

れ
て
い
ま
す
。
毎
回
、
市
内
だ
け
で
な
く

県
内
・
県
外
か
ら
多
く
の
ラ
ン
ナ
ー
が
参

加
さ
れ
て
お
り
、
近
年
の
健
康
志
向
も
あ

っ
て
参
加
者
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

今
年
は
12
月
13
日
に
実
施
、
沿
道
か
ら
温

か
い
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

西
脇
子
午
線
マ
ラ
ソ
ン
大
会

21

▲緯度橋上のスタート地点

西
脇
市
の
魅
力
、
観
光
資
源
、
史
跡
、

伝
統
行
事
な
ど
を
お
伝
え
し
ま
す
。

【作り方】
① 山の芋とカブは皮をむいて一口大に切る。白菜はざく切りに、タマネギとニンジンは１㎝角
　 に、ベーコンは１㎝幅に切る。
② ブロッコリーは一口大に分け、塩を入れて下ゆでし、冷水にとって色止めしておく。
③ 鍋にバターを熱し、①の白菜以外を入れて炒め、タマネギが透き通るまで炒めたら小麦粉を
　 入れてさらに炒める。
④ 小麦粉の粉っぽさがなくなったら水を入れてよくかき混ぜる。
⑤ 小麦粉が水に溶けたら、白菜、牛乳、コンソメを入れ10～20分位、焦げつかないように底
　 からかき混ぜながら、野菜が軟らかくなるまで煮る。
⑥ みそを溶かし入れ、塩、コショウで味を整え、②のブロッコリーを加えればできあがり！
★みそによって塩分が違うので、塩で調整してください。
★牛乳の一部を生クリームに換えるのもおすすめです♪
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Contents
　12月は「税の徴収強化月間」
　高齢者歯科健診、パブリック・コメント　ほか
　ステップアップセミナー、年末年始市役所業務　ほか
　西脇病院
　教育委員会、あぐりコラム、市長からの手紙　ほか
　ふれあい広場
　まちの話題
　くらしの情報
　にしわき散歩、西脇の自然、旬菜レシピ

紅葉の西林寺。照楓会や北播スケッチ大会など秋の恒例行事が開催されました〔11月15日／西林寺（坂本）〕

２～３
４～５
６～７
８～９
10～11
12～13
14～15
16～23

24
〔まちのうごき／11月1日現在〕
　　人口／42,146人（－27人）　男性20,209人　女性21,937人　世帯数16,762世帯

▲「日本のへそ」を走る参加者

●
岡
之
山
美
術
館

嶋

寺内北

●青年の家
●道の駅

西
脇
病
院
●

日
本
へ
そ
公
園
駅

Ｒ
1
7
5

加　

古　

川

緯
度
橋

じねんじょう




